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研究助成を受けられた野津先生（旭川医科大学医学部）の受領者メッセージ

質疑応答の様子

特別講演会　演題「生命とはなにか」
～コーディネーションによる自由の創出～

特別講演会講師
株式会社 ソニーコンピュータサイエンス研究所

シニアリサーチャー 桜田 一洋様

特別講演会座長 秋山理事長



《贈呈書授与式》

受賞者・受領者の皆様 財団役員・評議員・選考委員の皆様

佐藤 研究助成選考委員長の選考経過報告 加藤 ネットワーク形成事業助成等選考委員長の選考経過報告

秋山財団賞の贈呈
記念品の芦別クラフト掛け時計と奥様には花束を贈呈



国立大学法人 北海道大学 総長 名和様の祝辞 公益財団法人 公益法人協会 副理事長 鈴木様の祝辞

研究助成・ネットワーク
形成事業助成の贈呈



秋山財団賞を受賞された田中様と奥様

秋山財団賞受賞 田中歩様の記念講演

座長 北海道大学 名誉教授 山本 興太朗様

《秋山財団賞　受賞記念講演》



研究助成を受けられた松永先生
（函館工業高等専門学校）の受領者スピーチ

ネットワーク形成事業助成を受けられた国松様
（飛生アートコミュニティー 代表）の受領者スピーチ

小磯理事による乾杯の音頭

《祝賀会》





宮原常務理事よりお礼の言葉
※宮原常務理事は2017年12月19日に逝去いたしました。

皆様のこれまでの多大なるご支援に心より感謝申し上げます。

石本評議員による中締め



第3章　研究助成金受領者からのメッセージ

≪2017年度　一般助成≫
1 ．髙田　健介	 2 ．熊井　琢美	 3 ．野津　　司

4．角家　　健	 5 ．好井健太朗	 6 ．木下　一郎

7．西出　真也	 8 ．加藤　達哉	 9 ．乙黒　兼一

10．高倉　栄男	 11．野村　　洋	 12．庄子　晶子

13．町田　善康

≪2017年度　奨励助成≫
1 ．宇治　利樹	 2 ．宇和田淳介	 3 ．古田　芳一

4．柏木　　仁	 5 ．浮田万由美	 6 ．佐々木雄一

7．小笠原泰志	 8 ．中村　孝司	 9 ．奥崎　　穣

10．鈴木　　裕	 11．山崎　智弘	 12．山田　大翔

13．鈴木　孝洋	 14．松尾　和哉	 15．古堅　彩子

16．木村　俊介	 17．薬師寺文華	 18．乃村　俊史

19．岡本　孝之	 20．松永　智子

≪2017年度　アレルギー特別助成≫
1 ．長門　利純	 2 ．高野　賢一	 3 ．竹崎俊一郎

［受付順・敬称略］
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　学生時代を過ごした古巣の研究室に教員とし
て戻る機会をもらい1年あまり。研究材料の準備に
予想以上の時間を要したが、おかげで、研究の方
向性をじっくりと考えることができた。一方、自分が
今後、どういう研究者人生を送っていきたいのか、
というもう少し大きな問題になるとどうか。大きなチー
ムを率いて華 し々い業績を挙げ
たいなどと大それた望みはない
が、世の中を自分のアイディアで
ちょっとびっくりさせてみたいとい
う程度の野心は持ち続けたい。
少数先鋭で個性的な仕事がで
きたらいい。先日の冬季オリンピッ
クで大活躍を見せた北見のカー
リングチームのようなのを、研究
の場でも作れたら素敵だなと思
う。緊張感とプロ意識を持ちつ
つ、楽しく笑顔で。学部学生が
主体のチームだと、これらを両立
させるのは、なかなか難しいかも
しれない。まず自分にできること
は、仕事中のしかめ面をやめるこ
ととか（カーリングの試合を眺め
ている本橋選手の顔も結構恐い
と思うけれど、真剣なんでしょう
ね）。焦りは禁物だ。本橋選手が

最初、プレーヤーの1人としてチームを結成し、その
後メンバーを入れ替えながら今回の銅メダルに行
き着くまで8年かかったそうだが、大学院の博士課
程が4年なので、オリンピックに通じる部分はあるか
もしれない。大学院生が2世代で8年。長いのか、
短いのか。

研 究 者：髙田　健介
北海道大学大学院獣医学研究科 
動物分子医学教室（2017年4月
より、北海道大学大学院獣医学研
究院）准教授

研究テーマ：免疫と脳の記憶をつなぐ分子機構
の解明

研究成果要旨
　過去に感染した病原体の再感染に対し、免疫
系はより素早く強力に応答することで、高度な生体
防御機能を発揮する（免疫記憶）。免疫記憶はワ
クチンに応用され、予防医学に多大な貢献を果た
してきたが、その成立メカニズムには未だ謎が多
い。そもそも免疫記憶という言葉は、免疫系がもつ

再感染防御機能を脳の記憶に例えたに過ぎず、
脳の記憶と免疫記憶を結びつける分子基盤は実
証されていない。免疫記憶の本体は、抗原特異的
な活性化の後、長期間、体内で維持される記憶リ
ンパ球である。本研究は、神経シナプスの形成を
促すことで脳高次機能を司るニューロトリプシン
が、免疫記憶の中枢である記憶Tリンパ球にも高
いレベルで発現されるという独自の知見に基づき、
脳と免疫の記憶に共通の分子基盤の解明を目指
す。現在、モデル抗原である卵白アルブミンに特異
的なT細胞抗原受容体を発現するニューロトリプ
シン欠損マウスを作成し、卵白アルブミン発現細菌
およびリンパ腫細胞株への防御を観察すること
で、免疫記憶へのニューロトリプシンの関与を検討
している。

爆弾低気圧の日、駆け出し研究者の独り言

北大での最初のチームメンバー、留学生のCai君と。（右が筆者）
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　本邦における死因第一位は、依然として悪性
腫瘍である。筆者は頭頸部外科医として手術、抗
癌剤による化学療法、放射線療法を駆使して癌
治療を行ってきた。頭頸部癌の代表的な腫瘍型
である扁平上皮癌に比べると、甲状腺癌は比較
的予後が良いことで知られる。確かに、甲状腺癌
の中で最も頻度が高い乳頭癌は非常に予後が良
い。その一方で、まれな腫瘍型である未分化癌は
全ての癌腫の中でも一、二を争うほど進行が速
い。
　これまで筆者は、頭頸部癌や悪性黒色腫を標
的とした免疫療法の開発を行ってきた。免疫療法
は自己に内在している抗腫瘍T細胞やNK細胞を
賦活化することで、腫瘍を攻撃する新たな治療戦

略である。化学療法や放射線療法と機序が全く
異なることから、従来の治療に抵抗性の患者でも
更なる生命予後の改善が期待できる。頭頸部癌
に関しては免疫療法の可能性が開け始めており、
免疫チェックポイント阻害薬が使用可能となった。
一方で甲状腺未分化癌に関しては、分子標的薬
の応用が始まったものの、その標的と鳴るシグナル
や免疫細胞との相互関係に関してはほとんど解
明されていない。臨床応用につながる治療法の開
発には、常に在野の研究者による地道な基礎研
究が必須である。さらに基礎研究をすすめていくこ
とで、世界的な研究者の輩出に至る下地の確立
や、患者への治療応用が北海道の地から始まっ
ていくことを期待して止まない。

研 究 者：熊井　琢美
旭川医科大学 頭頸部癌先端的
診断・治療学講座 特任助教

研究テーマ：分子標的薬治療抵抗性の甲状腺
がんに対する新規治療アプローチ
の開発

研究成果要旨
　甲状腺がんは予後良好な悪性疾患として知ら
れているが、未分化がんなどの一部の組織型で
は手術や放射線療法の効果は限定的であり、診
断から数ヶ月で原病死に至ることも稀ではない。近
年、甲状腺がんの増殖シグナルとしてVEGF系や
FGF系が同定され、これらの分子シグナリングを阻
害する受容体チロシンキナーゼ阻害薬が複数開

発された（ソラフェニブやレンバチニブなど）。
　分子標的薬は甲状腺未分化がんや髄様癌の
生命予後を延長することが明らかとなり、本邦でも
2014年からその臨床応用が開始された。分子標
的薬はこれまで治療不可能であった未分化がん
に著効するため画期的な薬剤と言える一方で、治
療中に腫瘍が再増大する症例の存在が明らかと
なってきた（エスケープ症例）。エスケープ症例に
おける次の治療手段は存在しないため、これらの
症例に対する新たな治療法の開発は急務であ
る。本研究では腫瘍細胞を用いて分子標的薬か
らのエスケープにおけるメカニズムを明らかとすると
ともに、解明されたシグナリングを標的とした新たな
治療法を開発する。

がん免疫研究に携わって

抗腫瘍T細胞培養中の筆者
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　自分は2001年から2010年まで、斜里町にある
町立病院で地域医療に従事していました。もちろ
んこの期間は、試験管に触ったこともありませんし、
動物実験もしたことがありませんでした。ですが、
患者さんを診ていると、毎日興味深いことが経験さ
れ、なぜこんなことが起こるのだろうというリサーチ
マインドがさらに刺激されました。その結果、この期
間に10本以上の臨床研究論文を書くことができ
て、田舎の町から世界に情報を発信することがで
きました。よく学生から、そんな忙しい環境で、そのよ
うな研究活動ができたものだと言われるのですが、
自分にしてみれば研究活動ができたからこそ、日々
の臨床活動がマンネリ化せず長期続けられたと

思っています。今はそのような経験を母校で、地域
医療教育と絡めて教えていますが、この学生の中
から、将来北海道の地域医療を背負ってくれるよう
な、リサーチマインドを持って研究もする新しい地
域診療医が育ってくれることを夢見ています。それ
までは臨床、研究活動とも自分が現役で続けてい
る姿勢を、学生に見せなければいけないと思って
います。患者さんを診ることも、実験をやることも楽し
く思う気持ちを、何歳まで維持できるかということに
こだわって、これからもやっていきたいものです。私
は長距離ランナーですが、こちらも現役にこだわっ
て日々 トレーニングを続けています。

研 究 者：野津　司
旭川医科大学 地域医療教育学
講座 准教授

研究テーマ：過敏性腸症候群の病態における
CRF-LPS-サイトカイン経路の役割

研究成果要旨
　過敏性腸症候群（IBS）では内臓知覚過敏、大
腸運動の異常が認められ、これらはストレスホルモ
ンのcorticotropin-releasing factor（CRF）を介
することが知られている。一方、最近IBSでは血中
LPS、サイトカインレベルの上昇と、腸管透過性亢

進、慢性炎症の存在が報告され、LPS－サイトカイ
ン経路の病態での重要性が示唆されている。我々
は慢性精神ストレスモデルである反復water 
avoidance stress（WAS）が、ラットで内臓知覚
過敏と腸管透過性亢進を招く（IBSの動物モデ
ル）ことを報告している。今回の研究では、この動
物モデルを使って、CRF、toll-like receptor 4、炎
症性サイトカインシグナルが、これらの腸管機能変
化にどのように関与しているのか、また各シグナル
のinteractionが存在するのかについて検討し、
IBSの病態理解と新たな治療法の開発を目指すも
のである。

地域医療とサイエンス

ハーフマラソンでエリック・ワイナイナ選手と併走しました。ゴール1Km手前です。（右が筆者）
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　脊椎脊髄外科医の卵として、美唄労災病院
（現北海道せき損センター）で、脊髄損傷の患者さ
んを担当させていただいたのが、脊髄損傷との出
会いです。脊髄損傷により四肢麻痺や下半身麻
痺を生じますが、まだ有効な治療法はありません。
　基礎と臨床の両面から脊髄損傷に関わるものと
して、脊髄損傷の治療法開発の現状に関して感
じるところを述べたいと思います。現在、細胞治療
や分子標的薬など画期的な治療法がいくつか開

発中ですが、神経回路を元どおりに再生させ、機
能を完全に治す方法はなく、まだ多くのブレークス
ルーが必要です。しかも、将来の患者さん（急性
期）に対する治療法は開発中ですが、現在の患
者さん（慢性期）に対するものがないことも大きな
課題です。その他にも、麻痺だけでなく、脊髄由来
の疼痛に悩む患者さんも多くおられますので、疼痛
を改善する研究の必要性を感じます。また、患者さ
んの病態に応じて、最適な治療方法が選択される

べきですが、脊髄の病態を正
確に把握する方法がまだあり
ません。新しい治療方法がす
ばらしいものであっても、適切
な病態に使用されなければ、
効果がないか、むしろ悪くする
可能性もありますので、治療
方法と同時に診断方法開発
の必要性を強く感じます。自分
は幸い、脊髄損傷の基礎と臨
床の両方に携われる貴重な
機会に恵まれておりますので、
この機会を有意義に利用し、
これらの課題解決に少しでも
貢献していきたいと思っており
ます。

研 究 者：角家　健
北海道大学大学院医学研究院 機
能再生医学分野先端的運動器機
能解析・制御学分野 特任助教

研究テーマ：神経幹細胞移植を応用した慢性脊
髄損傷の上肢巧緻運動機能改善

研究成果要旨
　交通事故などにより脊髄損傷を受傷すると、損
傷高位以下の麻痺が発症するが、未だに有効な
治療法はない。特に本邦で10万人を超える慢性
期患者さんからの治療法確立の要請は強い。申
請者らは、最近、脊髄由来の神経幹細胞を亜急
性期のラット脊髄損傷部に移植すると、移植細胞
が皮質脊髄路と新しい神経回路を形成し、上肢

の巧緻運動機能を優位に回復させることを報告し
た。しかし、この治療法をそのまま慢性期に応用し
ても、同様の治療効果は期待できない。慢性期は
神経回路形成の可塑性が低下しており、神経幹
細胞移植単独では有効な神経回路を形成できな
いからである。近年、特定の運動機能に焦点を絞
るリハビリテーション（特異的リハビリテーション）は、
慢性期の可塑性を上げることがわかってきた。そ
こで、神経幹細胞移植と特異的リハビリテーション
の併用により、慢性期であっても有効な神経回路
の形成が可能と考えた。本研究の目的は、神経幹
細胞移植と特異的リハビリテーションの複合治療
により、慢性期脊髄損傷ラットの上肢巧緻運動機
能を回復させることである。

脊髄損傷に関する現状の課題

研究室のメンバーの集合写真（右から2人目が筆者）
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　私は大学生時代からのテーマの一つとして、節
足動物が媒介する感染症、中でも北海道で流行
しているダニ媒介性脳炎（TBE）に関する研究を
行ってきました。このTBEという病気は、1993年、私
が北海道大学に入学するより前に、国内初の症
例が確認されてから、2016年に報告されるまで、
患者は発生していませんでした。
　そんな中、私自身はこの原因ウイルスが北海道
に常在していることを研究で明らかにしながらも、
患者は報告されないという状況から、もう日本で
TBEが発生することは無くて、
それはそれで良いんじゃない
か等と思うようにもなっていまし
た。
　そんな中、2016年に23年ぶ
りのTBE患者が発生し、状況
は激変しました。この件をきっ
かけに始めた調査研究から
分かってくる結果、そして2017
年にも相次いで報告される重
症脳炎患者等から考えても、
決して安心して静観できる状
況ではないのを確信していま
す。
　本件の対応に当たられる
行政関係の方々、患者の診

療に当たる医師の方々、そして流行地である北海
道の地域住民の方 と々協力して、TBEの流行制
御に貢献できるよう、粉骨砕身で当たりたいと思っ
ています。このような感染症対策は、消防や警察と
同じく、何もなくて必要とされないのが一番だと実感
しています。TBEにおいて、私が（良い意味で）も
う必要ないと思われるような状況になるのを心から
願っていて、そのために精進して行きたいと思いま
す。

研 究 者：好井　健太朗
北海道大学大学院獣医学研究科 
環境獣医科学講座 公衆衛生学
教室（2017年4月より、北海道大
学大学院獣医学研究院 衛生学
分野公衆衛生学教室）准教授

研究テーマ：北海道の野生動物におけるダニ
媒介性脳炎ウイルスの分子疫学
および宿主適応機序の解明

研究成果要旨
　ダニ媒介性脳炎（TBE）はダニが媒介する人
獣共通感染症であり、ユーラシア大陸の広域で流
行している。近年、北海道では患者発生が相次い
で報告されており、全て重症脳炎症例で死亡例も

含まれているため、TBEに対する流行防止対策を
確立することは喫緊の課題である。
　本研究テーマにおいて、我々は野生動物を対
象とした疫学調査を行い、北海道の広い地域に
おいてウイルスの流行巣が存在している可能性を
示した。さらに、道内のマダニより分離したTBEウイ
ルスの解析から、ウイルスはユーラシア大陸から複
数回侵入してきていることを明らかにした。また、
TBEウイルスの病原性解析から、ヒトの神経病態
の発現にはウイルス遺伝子中の非コード領域の
RNAが重要であることを明らかにした。
　これらの解析結果は、今後北海道を含む日本に
おけるTBEの流行防止対策や、有効な治療・予
防法開発のための基盤として有用であると考えら
れ、今後の研究の進展が期待される。

いつか必要とされなくなるために

日本獣医学会賞と日本ウイルス学会杉浦奨励賞を両手に（平成29年）
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　私が癌の医療と研究を志したのは1990年代初
めの市中病院。当初呼吸機能に興味を持ってい
た私の前には嘔吐に苦しみながら強い抗癌剤の
治療を受けている多くの進行癌の患者さんがい
た。これほど強い治療を受けても肺癌の場合の余
命延長効果は平均2ヶ月。大学に戻って癌の研究
に飛び込んだ。
　数日かけて遺伝子の極一部の配列を読む時
代、新規癌遺伝子発見の報告に目を見張った。留
学中に複雑な分子間のシグナルが解明され始め、
多数の遺伝子を同時解析する技術革新が始まっ
た。大学に戻った翌年の2002年、肺癌で初めて癌
遺伝子を標的にした治療薬が承認され、標的の
癌遺伝子に傷のある患者さんの余命が数年単位
で延長することを、私達を含む複数のグループが

報告した。現在、世界で承認された癌遺伝子を標
的にした薬は100に達しようとしている。癌免疫の
主な仕組みも解明され、2014年に免疫遺伝子を
標的にした薬が承認された。治癒が期待される患
者さんも現れている。写真の患者さんは肺癌で標
準抗癌剤が全て無効であったが、この免疫治療
薬が著効し、副作用もなく、発病前と同じ生活を取
り戻して2年以上が過ぎている。
　研究者として貢献できたのは極一部であるが、
この30年の進歩を目の当たりにし、患者さんにも成
果の一部をお届けすることができて、研究者・医師
冥利に尽きる。AIを始めとする技術革新によって
癌の科学と医療は更なるスピートで進むであろう。
今少しその一員として貢献し、30年後の医療を覗
いてみたいと思う。

研 究 者：木下　一郎
北海道大学大学院医学研究院 
腫瘍内科学教室 准教授

研究テーマ：非小細胞肺癌のセクレトームを介
する抗癌薬耐性化とJARID1a／b
阻害による克服

研究成果要旨
　最近、癌ドライバー遺伝子に対する分子標的薬
を高感受性細胞に曝露した際に、分泌シグナル
ネットワーク（セクレトーム）が変化し、抗癌薬耐性
細胞の増殖・浸潤・転移能を促進するという現象
が報告されました。私達は、エピジェネティック制御
を担うヒストンH3リジン4（H3K4）脱メチル化酵素

のJARID1a／bと抗癌薬耐性化との関わりを検
討する中で、JARID1a／bがエピジェネティックな
遺伝子制御によってセクレトームを変化させ、抗癌
薬耐性化を誘導しているのではないかという仮説
を立てました。本研究では、非小細胞肺癌細胞に
おける分子標的薬によるセクレトームの変化を確認
し、変化したセクレトームを介した抗癌薬耐性化を
評価する実験系を構築しました。この実験系を用
いて、JARID1a／b阻害薬がセクレトームの変化
を解除し、抗癌薬耐性化を抑制することを見出しま
した。肺癌の抗癌薬耐性に対する新たな治療戦
略として応用できる可能性があり、更なる解析を進
めています。

癌の科学と医療の進歩の最中で

免疫治療薬開始前（左）と開始2年後（右）の肺癌患者の胸部X線写真
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　医療大に移り半年強が経ちました。近況といい
ますか、雑感のようなものを書こうと思います。
　「忙しくて研究できないんでしょ？」なんてよく言わ
れますが、できます。やってます。大学からの業務
命令は北大助教時代より格段に多いですが、講
座制ではないので直接降ってくるだけです。アク
ティブな教授の下についている人の方が大変か
も。設備は共通機器が結構あります。機器使用の
敷居は低く、予約が取れないようなこともありませ
ん。周囲の研究室も親切です。今までは研究室や
個人で機器を占有する
環境でしたので、否応な
く生き方を変えさせられま
した。研究者として今の
方が自由であり、自然で
あるような気がします。もち
ろん研究費を獲得する
努力はしますが、そうして
購入した設備を今度は
周囲に開放しようと思うよ
うになりました。
　「 通 勤 大 変 なんで
しょ？」大変です。なまら大
変です。強がりですが、あ
えてメリットを挙げます。
札幌駅からJRに乗ると、

ほぼ座れます。家に帰ると3歳の息子がいる身とし
ては、列車の中の45分間×2は貴重な自由時間で
す。（大学に近づくにつれて車内は関係者ばかり
になりますが…）また、通勤時間をかけてたどり着く
別天地は研究や教育に最適で、今ではすっかり
気に入っています。
　お近くにお越しの際はお立ち寄りください、と言
いたいですが、大学の周りに目的地になりそうな所
はないですね。是非、僕に会いに来てください。歓
迎します！

研 究 者：西出　真也
北海道大学大学院医学研究院 細
胞生理学教室 助教

（2017年8月より、北海道医療大
学 リハビリテーション科学部生物
学 講師）

研究テーマ：子どもの虫歯は早寝早起きで予防
できるか？

研究成果要旨
　虫歯（う蝕症）は細菌感染症であり、感染防御
機能は一日の時刻によって変化することが知られ
ています。虫歯の多くは小児期に初発し、また小児
期は環境変化による24時間周期のリズム（概日リ
ズム）の攪乱を受けやすいことが知られています。

生活習慣を整えることが虫歯予防につながると考
え、遺伝子解析、動物実験から歯科臨床への応
用までをフィールドとして研究しています。
　現在は、細菌感染後の炎症時などに活性化す
るMitogen-activated protein kinase（MAPK）
の変化をフェルスター共鳴エネルギー移動

（FRET）バイオセンサーを用いて観察し、概日リズ
ムを研究しています。培養細胞にバイオセンサーを
導入し、炎症を模倣した様々な刺激を、様々な時
刻に与え反応を観察したところ、MAPK活性化に
は時刻依存性があることが示されました。今後は
動物の歯髄組織などを用いて、睡眠や食事の習
慣の乱れが炎症に及ぼす影響を研究したいと考
えています。

医療大から近況報告

研究室の窓から別天地を望む
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　本研究を始めたきっかけは、留学していたカナ
ダのトロント大学胸部外科の影響が非常に大きい
と思います。そこでは9名いたスタッフのほとんどが
各々独自のラボを持っており、総勢約70名にもなる
大きなラボを構成していました。肺移植の
研究を行っているスタッフも多いのですが、
私のボスであったDr．Yasufukuは超音
波内視鏡（EBUS）を用いた研究がメイン
テーマで、ナノ粒子やレーザーを専門とし
ている多数の基礎講座と共同研究を盛ん
に行っていたので、ナノ粒子を用いた気管
支鏡下、胸腔鏡下のPDTについての研
究、EBUSを用いた遺伝子プロファイル解
析に基づく肺癌治療、などが私のメインの
研究テーマでありました。また企業との共
同研究も盛んで、開発中の新型EBUS装
置や新しい胸腔鏡の装置を自分たちで評
価できたことは非常にいい経験となりまし
た。現在直面している臨床の課題を克服
し、新たな治療法を開発していく苦労は並
み大抵のことではないのですが、幸いにし
て帰国してからもささやかながら研究を始
められる環境も整いつつあり、また自分がそ
れをできる環境にあることにも幸せを感じな
がら臨床の合い間をぬって大学院生と
日々研究に奮闘しています。日本でも次第

に共同研究ができる仲間の輪が拡がってきて、ま
た企業の方も可能な範囲で支援してくれるので、
今後一人ではとてもできないような大きな研究に繋
がっていければと期待しています。

研 究 者：加藤　達哉
北海道大学病院循環器・呼吸器
外科 医員（2016年10月より、北
海道大学病院臨床研修センター
講師）

研究テーマ：超音波内視鏡を用いた肺癌転移リ
ンパ節に対する新規光線力学的
治療法の確立

研究成果要旨
　肺がんは死亡数第1位を占める悪性新生物で
あり、患者数は増加の一途をたどっています。問題
点として、約半数は発見時すでにリンパ節転移を
伴う進行肺がんですが、治療の選択肢は非常に
限られています。また検診の普及により多くの早期

肺がんが見つかるようになりましたが、低肺機能や
高齢といった手術不能な患者さんに対しての治療
も限られています。今回我々は、光線力学的療法
（Photodynamic Therapy（PDT））を併用した
治療法の開発を提案しました。PDTとは、がん細
胞に集まる物質にレーザーをあてることで、生成さ
れる活性酸素の酸化作用により、正常組織にはダ
メージを与えず、がんの部分だけを選択して治療
できます。現在、我が国では肺門部の粘膜表層肺
がんに認可を受けているのみですが、超音波内
視鏡を用いてもっと末梢の原発巣やリンパ節への
アプローチは臨床的に可能であり、本治療法が確
立すれば多数の肺がん患者にとって有用な治療
選択肢の一つとなり得るものと期待しています。

No man is an island

指導している大学院生と研究室にて
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　体の中に伝達物質というシステムが存在してい
るのを知ったのは、高校の生物の授業だったと記
憶しています。それまでは、動物が好きなので漠然
と動物園の飼育係や獣医などを将来の職業とし
て考えていました。それが伝達物質が受容体と結
合して作用することや、モルヒネなどの薬はもともと
体の中にある受容体に結合して作用するのだとい
う話にすっかり魅了され、生命科学を研究するとい
う道があることをその時に初めて認識しました。結
果的には獣医学部に進学し
てから、伝達物質の研究は薬
理学という分野で主に行われ
ていることを知り、現在に至っ
ているわけですが、今でも伝
達物質への興味は尽きること
がありません。研究テーマを考
える場合でも、どうしても伝達
物質や受容体が関わる方へ
と思考が流れ、自然と研究が
そちらの方面へとシフトしてい
きます。硫化水素も新しいガス
状伝達物質という側面に興味
を惹かれ、今回の研究テーマ
に結び付いています。
　近頃、3歳になった自分の

子供を眺めながら、この子はどんなことに興味を持
つことになるのだろうかと、そのことに興味津々で
す。今のところ動物にはそれほど興味がないよう
で、自分の子供の頃（ペットショップの前から動かな
かった、部屋中にクワガタを離して遊んでいた、な
ど様々なエピソードを親から聞かされます）とは
ちょっと違う方向性のようです。これから色 な々もの
に巡り合い、たくさんの興味を持ってほしいと願って
います。

研 究 者：乙黒　兼一
北海道大学大学院獣医学研究科 
比較形態機能学講座 薬理学教室

（2017年4月より、北海道大学大
学院獣医学研究院 基礎獣医科
学分野薬理学教室）准教授

研究テーマ：シスタチオニンβ合成酵素の発現
調節を介した新規中枢疾患治療
ターゲットの探索

研究成果要旨
　シスタチオニンβ合成酵素（CBS）は、神経毒性
を示すホモシステイン（Hcy）を代謝し、シスタチオ
ニンとともに神経保護作用を示す硫化水素（H2S）
を産生する。CBS欠損や活性低下は様 な々中枢
疾患を引き起こすが、高Hcy／低H2Sが主な要因

と推測されている。高Hcy血症や尿症は、以前か
ら様 な々疾患のリスクファクターとして認識されてい
たが、治療法は確立されていない。これまでの研
究で、CBSはアストロサイトに発現し、ニューロンが
除去されるとアストロサイトのCBS発現が著しく低
下することを突き止めた。そのため、ニューロン死を
主徴とする中枢疾患に、CBS発現低下と高Hcy
／低H2Sが関与している可能性があり、CBS発現
の回復が病態の改善につながる可能性も見えて
きた。本研究は、高Hcy／低H2Sが引き起こす中
枢疾患の新規治療ターゲットを見出すために、アス
トロサイトのCBS発現を回復させる分子の発見を
目指している。CBS発現を回復させることでHcy
濃度を減少させるとともに、神経保護因子である
H2S産生を促すというこれまでとは全く異なる治療
法を実現させるための基盤としたい。

伝達物質の魅力

メカメカしいのが好きなので・・・工学系？
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　私はこれまでに光を用いたイメージング研究に
取り組んできた。体の中で重要な作用をもつ生体
分子や生体内で起こる現象は直接目で見ること
はできないため、その研究を行うためにはどうにか
して目に見える形で検出しなければならない。光イ
メージングでは、特定の生体内分子や現象が発生
した時だけそのことを認識して構造を変化するな
どして光を発生するように設計された分子を用い
て観察を行い、画像や動画として結果を表すこと
ができる。やはりこの視覚的に表現できる、というと
ころがイメージング研究の面白さであり、最大の利
点であると思う。光イメージングの研究と言っても
様々な内容がある。例えば、光には蛍光、りん光、
生物発光、化学発光など種類があるし、生体分子
の時空間的な情報を得るための研究、素早く起こ

る現象をとらえる研究、立体的なイメージングを行う
ための研究、複数のものを同時に見るための研究
など多岐にわたる。私はイメージング薬剤の化学
的な性質に着目して、活性酸素種を検出できる生
物発光法の開発や、細胞内の非常に微小な構造
を長時間撮像するための顕微鏡法の開発などを
行ってきた。北大薬学部に赴任してからは、放射
性同位体を用いたイメージング研究や光と超音波
を組み合わせた光音響イメージングにも取り組み
始めた。研究室の小川美香子教授の薫陶を受
け、特に病気の診断や病態の進行を判断できるよ
うな臨床応用可能なイメージング剤を開発すること
を目指している。自分の研究が将来人の役に立つ
ことを夢見て日々 精進していきたい。

研 究 者：高倉　栄男
北海道大学大学院薬学研究院 
生体分析化学研究室 講師

研究テーマ：高コントラストな自己会合型光音響
イメージング試薬の開発

研究成果要旨
　光音響イメージングとは、光を吸収した分子が
熱膨張する際に生じる音波を検出して画像化す
る手法で、光と音波の両方の長所を併せ持つ。す
なわち、光のエネルギーに基づく機能的情報と音
波の高い透過性の両方を利用でき、吸収や散乱
による光の組織透過性の問題や形態学的情報し

か得られない音響波の欠点を克服することができ
る。今後、測定装置の普及が見込まれているが、
広い適用範囲を持つイメージング技術として利用
されるためには、様々な生体分子や環境、病態を
描出できるようにイメージング試薬の開発も行う必
要がある。しかし、まだこの機能的光音響イメージ
ング研究は端緒についたばかりであり、どの骨格を
もった分子を使えばいいのか、どのように光音響シ
グナルをコントロールすればいいのか明らかとなっ
ていない。そこで、本研究では特異的な病態、分
子を検出できる光音響イメージング試薬を開発す
ることを目指し、基本骨格の探索とその光音響シグ
ナルの制御メカニズムの確立を目標とする。

研究テーマについて

研究室メンバーの集合写真（前列右から3人目が筆者）
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　生命科学、特に神経科学分野では、新しい技
術や研究ツール、解析ソフトウェア、考え方をどんど
ん共有して、分野全体を発展させようという流れが
大きくなっています。研究で使う機械やソフトウェア
は、購入する人数が少ないために非常に高価で
す。しかし最近、顕微鏡や解析ソフトウェアなどの
研究ツールをオープンソース化し、設計図や使い
方を公開する流れができており、やる気があれば
安価に研究を進められるようになってきました。また
遺伝子導入に使うウイルスベクターも非常に安価
に手に入ります。10
年前であれば、一
部の専門家やツー
ル開発者だけが使
えたものですが、そ
れを分野全体で共
有しようという流れ
です。もう一つの流
れは、情報の迅速
な共有です。海外の
トップ神経科学者の
多くはTwitterのア
カウントをもち、自分
の 研 究 や 最 近
チェックした論文、新
しく開発されたツー
ル、学会で見聞きし
た研究の潮流など

を絶えず発信しています。まだ一部ですが、アクセ
プト前の論文をbioRxivなどのプレプリントサーバ
で発表する研究者も増えています。日本にいなが
ら、こうした最新の研究の動向をリアルタイムに知る
ことができるのはありがたいです。こうした研究環
境の進化は研究者にとってありがたいものです
が、大量の情報に流されて、流行りの研究だけを
追ってしまうリスクもあります。常に独自性のある研
究にチャレンジすることを肝に銘じて、頑張りたいと
思っています。

研 究 者：野村　洋
北海道大学大学院薬学研究院 
薬理学研究室 講師

研究テーマ：失われた記憶を回復させる神経回
路メカニズムの解明

研究成果要旨
　記憶障害は認知症の主症状の1つで、生活の
質を著しく低下させる。しかし記憶障害に至って
も、特に初期では、手がかりを与えられると再び思
い出せるため、脳内に記憶痕跡が残っている。つま
り一見失われたように見える記憶も、記憶の想起を
増強すれば回復できると考えられる。しかし、記憶

の想起を増強し記憶を回復させる研究は非常に
乏しく、記憶を回復させる薬物は存在しない。私た
ちはこれまで、抗ヒスタミン薬が記憶を障害すること
に着目し、逆に、ヒスタミン神経系を活性化すれば
記憶想起が増強すると仮説を立てて検証してき
た。そして、ヒスタミンH3受容体逆アゴニストがヒスタ
ミン放出を増大させ、失われた記憶を回復させるこ
とを明らかにした。H2受容体を介した嗅周皮質に
おける神経活動の上昇が記憶の回復に関与して
いた。さらに現在、この記憶回復の神経回路メカニ
ズム解明を進めている。神経活動の操作、測定法
を駆使して、記憶の形成、想起、忘却、そして回復
のメカニズム解明を目指している。

研究環境の進化

研究室のメンバーとともに（最前列一番左が筆者）
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　海鳥は、一年の大半を海で過ごしますが、繁殖
のためにだけ陸に上がります。そして、多くの海鳥
はヒトが生活する空間から遠く離れた無人島のよう
な場所に巣を作って子育てします。私の仕事は、そ
んな場所にこっそりと忍び込んで彼らの行動を観
察したり、また、観察が困難な海上での行動につ
いては、彼らに記録計を付けて調べたり、海鳥の
“ふしぎ”を紐解くものです。こんな生活を10年以上
行ってきたことから、無人島について聞かれること
が多かったため、少しご紹介させていただきます。
　どの島に行くかで事情は異なりますが、例えば、
カナダ北西部に位置するリーフ島では、港からボー
トで丸一日かけての航海となり、食料も調査機材も
テント・宿泊道具もすべて一度に運びます。最初は
野菜や果物も豊富に揃っていますが、キャンプ地
には冷蔵庫がないため、だんだんと缶詰が多くなっ
てきて寂しい日々 が増えてきます。そんな中で食べ
るチョコレートは幸せの極みといえる時間でした。そ
して、海が時化てくると風速や方向を確認し、命綱
であるボートをつなぎ直したり、生活に必要な煙突
掃除を行ったり、普段の生活では経験しない作業
が多々あります。何より、島にいると安全第一・健康
第一で他のことは小さなことのように思えるのがと
ても不思議です。水が貴重なリーフ島には毎年3ヶ
月間ほど滞在しましたが、シャワーを浴びたのは1

度か2度。「シャワーが無くても平気なんだな～」と
わかったことも無人島生活の魅力のひとつでした。
　無人島に興味が出てきた皆さん、海鳥研究を
一緒にやりませんか？

研 究 者：庄子　晶子
北海道大学大学院水産科学研究院 
資源生物学分野資源生態学領域 
日本学術振興会特別研究員

研究テーマ：北海道天売島で繁殖する海鳥を
物質輸送者とした水銀汚染の実
態と拡散状況の解明

研究成果要旨
　水銀の長距離輸送される性質と有毒性は広く
知られているが、動物による輸送についてはこれま
で考慮されてきませんでした。しかし、海洋生態系
の高次捕食者である海鳥は生物濃縮によって高
濃度の有機水銀を体内に蓄積しており、さらに繁
殖期には地上で集団繁殖することから、海域から
陸上生態系へ大量の水銀が持ち込まれて拡散さ

れていると推察されます。このリスクによって陸上生
態系に及ぼす影響が懸念されることから、実態の
解明は急務であるといえます。
　本研究は、北海道天売島で繁殖する集団営
巣性のウトウを対象種とし、ウトウが繁殖地に水銀
を持ち込んでいるのか、その影響が植物にまで波
及しているのかを明らかにすることを目的としまし
た。現在までに、ウトウは体内に蓄積した水銀を糞
として繁殖地へ排出していることが確認されまし
た。また、繁殖地の植物からウトウ由来の水銀が検
出されたことから、海域から持ち込まれた水銀が
陸上生態系に影響を及ぼしていることがわかって
きました。今後の課題としては、海鳥が水銀を体内
に取り込んだ起源について解明したいと考えてい
ます。

「無人島での生活ってどんな感じ？」

リーフ島でウミスズメ雛に足環を装着中。
ウミスズメは1―2日齢で巣立ちます。
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　学芸員の仕事って何ですか？そんなことを聞か
れたことがあります。毎日やっていることなのに、い
ざ聞かれると即答できないものです。しばし考えた
末、できてきた答えは「資料を収集し、保管するこ
と」でした。しかし、これはあくまで私の答え。他の学
芸員に同じ質問をすれば、「展示」や「教育」、「研
究」と言う方もいるでしょう。それぞれが力を入れて
いることによって仕事内容は異なりますが、このどれ
もが学芸員の仕事です。
　その上、「収集・保管」「展示」「教育」「研究」、
そのどこに力を入れられるのかは、当人の置かれ
た状況によっても大きく異なります。例えば、国立や
県立など、大きな博物館の学芸員は、担当分野が
細分化され、専門性を活かした活動ができます。ま

た、展示や教育分野をこなす職員もいます。
　一方、私が勤めるような町立の小さな博物館で
は、担当分野が大きくまとまり、私の場合は、脊椎動
物が担当（専門は淡水魚）。その上、貝類や甲殻
類も扱い、時には民具の収集もします。さらに、展
示や教育、事務もこなし、調査・研究に費やす時間
はごくわずかです。そのため、小さな博物館に勤め
る学芸員は、あまりに取り組む仕事が多いので「雑
芸員」なんて言われるほどです。
　そんな、時間に追われる日々 の中、久しぶりに調
査・研究にキチッと取り組み、たくさんの知識をイン
プットすることが出来ました。今後は、この知識をア
ウトプットしていくことが今から楽しみです。

研 究 者：町田　善康
美幌博物館 学芸員

研究テーマ：絶滅危惧種エゾホトケドジョウの分
子生物学的・分類学的研究

研究成果要旨
　川はゆったりと流れ、その水は紅茶のような色を
しています。周囲には人工物がなく、木々が水際ま
で迫っていました。ここはロシア、サハリン南部。北
海道にはなくなってしまった自然のままの川がありま
した。
　エゾホトケドジョウは、8本のヒゲを持つドジョウの
仲間で、ユーラシア大陸に起源を持ち、日本には、
北海道と青森県北部に分布します。近年行われ

たmtDNAを用いた研究では、北海道各地に固
有の系統が見いだされ、特にオホーツク海沿岸に
点在する海跡湖には、非常に古い系統が存在す
ることが明らかになりました。しかし、エゾホトケドジョ
ウがいつ頃、大陸産の近縁種から分岐し、日本に
分布したのか明らかになっていませんでした。そこ
で、私たちは、国外で唯一、エゾホトケドジョウが暮
らすサハリンの大自然の中までやってきたわけで
す。
　今回の研究では、mtDNAを使った系統解析
と、形態の調査を行いました。その結果、サハリン
に暮らすエゾホトケドジョウは、過去に北海道から
人為的に持ち込まれた外来種である可能性が高
いことが明らかになりました。　

雑芸員（ざつげいいん）の底力

チームLefua！
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　「おぉーすごい！！」これは当時飼育していたアメリ
カザリガニの幼生を親に買ってもらった顕微鏡で
観察した時に筆者が感じたことである。また実家か
ら磯が近かったこともあり、よく磯遊びをしていた。ワ
カメなどの海藻が存在していたことは記憶してい
るが、当時は魚やカニの採集に夢中であり、自分
が海藻の研究をするとは夢にも思っていなかった。
転機は学部生の研究室配属の時である。海藻に
は、私達が普段何気なく口にしている巨視的なサ
イズの個体とは別に顕微鏡的なサイズの個体とし
て過ごすものがいる。例えば、筆者の主な研究対
象であり、海苔の原料であるアマノリは、冬から春
の期間は食用とされる葉状の個体（葉状体）の姿
で過ごすが、夏から秋にかけては顕微鏡的なサイ

ズの糸状の個体（糸状体）の姿となり、貝殻の中に
もぐり込んで生育している。研究室を決める際、培
養器の中で培養されているアマノリの葉状体と糸
状体を見せてもらい、伊賀忍者も真っ青な変わり
身の術を簡単に行っている海藻を研究したいと
思ったのを記憶している。海藻の研究を志し10年
以上経つが、セレンディピティな発見（といえば聞こ
えは良いが、筆者の科学的センスの無さを表して
いるのかもしれない）と学生さんたちの頑張りによっ
て少しずつではあるが、アマノリ属の成熟機構が
明らかになりつつある。立場は変わっても幼少期の
顕微鏡を覗いていた気持ちを忘れずに研究を続
けていきたいと思う。

研 究 者：宇治　利樹
北海道大学大学院水産科学研究
院 海洋応用生命科学部門・育種
生物学分野 助教

研究テーマ：雌雄異株アマノリ属を用いた海産
紅藻類における性決定機構の解明

研究成果要旨
　筆者は、海苔の原料である紅藻アマノリ属にお
ける成熟機構を解明し、人為的に生殖細胞形成
を制御することによる効率的な育種法を開発する
ことを目的として研究を行っている。我が国におけ
る海苔原料の9割以上がスサビノリであるが、同
一個体に雄と雌の生殖器官を不規則に形成する
ため、雌雄細胞の分離が困難であり、この理由か

ら本種の性決定・性分化機構に関する研究は遅
れている。そこで本研究では、高級海苔の岩ノリ
の原料であり、雌雄異株であるウップルイノリを材
料として用いた。遺伝子発現解析により、有性成
熟過程において雌雄に共通して発現量が増加す
る遺伝子や雄特異的に発現量が増加する遺伝
子を同定することが出来た。これらの遺伝子は細
胞分裂や細胞壁の軟化に関与する遺伝子であ
り、アマノリ属の有性成熟過程で観察される活発
な細胞分裂や生殖細胞の放出において、重要な
役割を担っていることが示唆された。今後は同定
された遺伝子の発現制御機構を解明することで、
アマノリ属の性決定および性分化機構を明らかに
していきたい。

「変わり者！？の海藻に魅せられて」

実験中の学生
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　ある音楽バンドの曲に「見えないものを見ようとし
て望遠鏡をのぞき込んだ」という歌詞がある。研究
という行為を考えるときにどうもこのフレーズが頭を
よぎることがある。実際、研究というものは本来見え
ないものをなんとか見ようとする情熱と努力の連続
である。私の専門領域では、興味のあるタンパク質
に発光させる細工をして現像したり、蛍光で標識
した上で特殊な顕微鏡を使うことで、その挙動を
間接的に見ようとしたりしている。また、教科書的に
教えられているDNAの二重螺旋構造もX線回折
像からの計算によって描かれたものであり直接観
察されたわけではない。逆に、実際に目で見えるも
のから普遍性を見出そうとするのも、見えないもの
を見ようとする行為であり、その繰り返しによって科

学は進展してきたといえる。しかしながら、これらの
行為は、ある事物に対し特定の面から光を当てた
ときにできる影から得られる知見の積み重ねであ
り、本当にその事物そのものを見ることができた場
合に食い違う可能性がある危うさを常に孕むこと
を、留意する必要がある。一方で、これら研究の姿
勢は日常の人と人とのコミュニケーションも同様なこ
とに思い当たる。恋愛というものは、本来知りえない
相手の気持ちを、会話等で得られるシグナルから
類推しようとする努力の連続といえよう。翻って私自
身の研究を考えるに、一体私は研究対象に対す
る愛情が足りているのであろうか。自問する日々 で
ある。

研 究 者：宇和田　淳介
旭川医科大学 生化学講座細胞
制御科学分野 助教

研究テーマ：オートファジーの制御を目的とした
新しい抗癌剤ターゲットの探索

研究成果要旨
　現在の抗癌剤の多くは癌細胞の高い増殖能を
標的とするものであるが、その副作用は患者にとっ
て重い負担となっている。癌細胞はオートファジー
による分解産物を栄養源として積極的に利用する
ため、オートファジーの阻害は癌細胞の成長を抑
制する新しい創薬標的となっている。本研究は、ピ

リミジニルイミダゾール系のp38MAPキナーゼ阻害
剤が細胞内に小胞形成を誘導するという偶発的
な発見に端を発している。解析により、この薬物は
p38MAPキナーゼ阻害とは別に、腸上皮系細胞
に特異的にオートファジー系を障害することが分
かってきた。そこで、本研究ではこの薬物に結合す
るタンパク質からオートファジーに関わるタンパク質
を明らかにすることでその作用標的を明らかにす
ることを目指しており、これまでに複数の結合タンパ
ク質の存在が分かってきている。今後、これらのタ
ンパク質の解析を更に進め、オートファジーの制御
を標的とした新たな抗癌剤、特に大腸癌の治療に
資する新たな薬の開発に繋げていきたい。

「研究活動そのものについての抽象的な雑感」

見えないものを見ようとして蛍光顕微鏡をのぞき込む筆者
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　自戒を込めて一筆。
　新たな分析機器や解析技術は科学の発展に
無くてはならないものであることは言うまでも無い。
長年解かれていなかった問題が、新しい技術一
つで容易に解けてしまう、ということは頻繁に起こる
ことであるため、我々研究者は最先端の情報を常

にアップデートし続けることに苦心している。自分の
研究に使える技術が発表されていないか、現在の
研究環境に取り込むならばコストはどの程度か、常
に考え続けている。　
　しかしながら、いざ最先端の技術・機器を苦労し
て手に入れた途端、それを使用して行える研究ば
かりを考えるようになってしまう、すなわち研究を行う
はずの技術・機器のはずが、その技術・機器を使え
る研究ばかり始めてしまう、、、そんな状態をちょくちょ
く見かける。特に自分の研究環境で使えるようにす
るために多くの投資を行った場合などによく見られ
る。 掲 題 の 慣 用 句（If all you have is a 
hammer, everything looks like a nail）はこうし
た状態を戒めるものである。
　私自身、ゲノム解析の機器・技術の最先端を調
べるのが好きで、実際にそれらを使用できるように
研究費や時間を投資することがよくある。しかしな
がら、我々の本懐は科学的な問題の解明であり、
機器使用例の充実ではない。機器・技術を用いて
ただデータを出すだけ、という安易な実験計画で
はなく、本質的な問題解決を行える深い仮説に基
づいた研究を、今後も腰を据えて続けていきたいも
のである。　

研 究 者：古田　芳一
北海道大学人獣共通感染症リサーチ
センター 感染・免疫部門 講師

研究テーマ：TALE-RNAポリメラーゼ複合体に
よるDNA配列検出系の開発

研究成果要旨
　細菌感染症の原因の早期検出は、周囲のヒト、
家畜への感染症拡散防止に必須であり、公衆衛
生と経済にとって重要な課題である。病原体の迅
速な検査システムの開発は感染症対策への多大
な貢献につながる。　
　本研究では、特定のDNA配列に結合する
Transcription activator-like effector（TALE）

タンパク質と、分割RNAポリメラーゼ（RNAP）タン
パク質との複合体を合成し、病原菌固有のDNA
配列を持つDNA断片を、簡便に、かつ迅速に検
出する系を開発した。TALEと分割RNAPそれ
ぞれについて活性を確認し、様 な々長さのペプチ
ドで両者を結合した複合体を作成し、活性を確認
した結果、ターゲットのDNA配列を特異的に検出
できる組み合わせを見出した。　
　今後は、実際にツールとしての有用性を確認す
るため、ターゲット配列に対する感度と選択性を向
上させる条件を検討する。また、系全体の保存性
を高めるため、タンパク質複合体が無細胞系でも
機能するか、さらに凍結乾燥しても機能するか、検
討する。　

金槌しか持たない者は、すべてのものが釘に見える

手のひらサイズゲノム解読装置（最近使用中の金槌の一例）
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　「生活の全てを仕事にしてはいけない。趣味を
持ちなさい」。私が今の職に就いてから言われた
言葉です。だからというわけではありませんが、旭
川に来てからランニングと釣りを始めました。どちら
も学生時代には全く興味の無かったものです。自
分は一生しないだろうな、とさえ思っていましたが、
誘われて始めたのをきっかけに今でも細 と々続け

ています。
　研究は、何か新しい現象を発見するため、もしく
はその機序を解明するために仮説を立てて手を
動かし、結果を考察してまた実験…の繰り返しで
す。そして、研究は往々にして思った通りには進み
ません。だからこそ、自分の仮説を正しく証明でき
た時の喜びは格別で、研究を職に選んだ方の多く
はこれに魅せられてしまったのではないでしょうか。
辛く苦しい時間を耐え忍び、その後には大きな達
成感が得られる。ランニングや釣りと共通するもの
があるような気がしてきました。また、走っている時、
竿を振っている時は、頭の中をからっぽにして色々
とリセットできている気がします。仕事のことを考え
ているつもりはないのですが、走っている最中にふ
と行き詰まっていた研究の打開策を思いつくことも
あります。そんな時は、「メリハリって大事なんだな」
と痛感します。良い記録を出したりおいしい魚を
釣ったりするためではなく、柔軟な発想を生み忍耐
力を養うためのランニングと釣り、そういうことにして
おきたいと思います。

研 究 者：柏木　仁
旭川医科大学医学部 薬理学講座 
助教

研究テーマ：肝再生における血小板トロンボキ
サンA2受容体の役割解明

研究成果要旨
　肝臓は、傷害によりその組織の大半を欠失して
も一定期間で完全に再生する。近年、血小板が
種々の増殖因子や生理活性物質を放出すること
により、肝再生に寄与することが報告されてきてい
る。一方、血小板の機能は、トロンボキサン（TX）
A2やプロスタグランジンI2といったプロスタノイドに
よって調節されることが知られているが、肝再生時

におけるプロスタノイドの血小板機能調節を介した
役割については未だ不明な点が多い。
　このような背景の下、我々は、プロスタノイドの受
容体を欠損したマウスでは血小板からの肝再生
因子の放出が促進もしくは抑制され、肝再生に至
る時間や肝再生の程度が変化するのではないか
と推測した。この仮説に従い、マウスの肝臓を部分
的に切除して肝再生の程度を検討した結果、
TXA2の受容体を欠損したマウスでは肝再生が
野生型マウスに比べて抑制されることを見出した。
この結果は、肝再生においてTXA2が促進的に
寄与することを示唆しており、現在は血小板に注目
しながらその機序解明を目指して検討を続けてい
る。

よく学び、よく遊べ

筆者が初めて釣った魚
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　小学校の頃から作文は苦手でした。この原稿も
悩みの種です。参考にと思って昨年度の年報を
読んだところ、寄稿している先生達の役職や内容
に圧倒され、ますます悩みが増えました。何書けば
いいのだろう…でも大切なのはまず書き始めること
ですよね。
　「やってみないとわからないよ。」研究というもの
を始めた博士課程の頃から、とある先生によく言わ
れるようになった言葉です。自分の性格によるとこ
ろが大きいと思いますが、人と違う何か新しいこと
を始めるときは、ちゃんとできるだろうか？とかなり尻
込みしてしまいます。学部生の頃は、写真のような
補綴物（ほてつぶつ。銀歯などのことです。）を作る

ことがメインでした。みんな同じものを作っていて、
実習書を見れば完成系が予めわかり、指示どおり
に手を動かすと出来あがります。でも研究は違いま
すよね。研究対象を見つけるところから、本当に自
分で初めの一歩をふみ出さなければ何も始まらな
い。それが上手くいくのかはわからないけれど、まず
やってみなきゃ。
　そうこうしているうちにこの原稿も半分以上書き
終えています。「やってみないとわからないよ。」こ
の言葉に背中を押されて、この原稿も今の自分も
あると思います。研究もそれ以外のこともなんでも、
やってみないとわかりません。初めの一歩を踏み出
す勇気をあたえてくれるこの言葉に感謝です。

研 究 者：浮田　万由美
北海道大学大学院歯学研究科 
口腔機能学講座冠橋義歯補綴学
教室（2017年4月より、大学院歯
学研究院 口腔機能学分野冠橋
義歯補綴学教室） 学術研究員

研究テーマ：顎口腔領域におけるエピジェネ
ティックな制御機構の関連解明

研究成果要旨
　進行性下顎頭吸収は顎関節の下顎頭が急速
に吸収され、患者の顔貌・かみ合わせが急激に変
化する疾患である。下顎頭吸収は、動物実験で
外傷や炎症を惹起させて研究されている例が少
なくないが、ヒト臨床研究では自然発症することも
報告されており、発症メカニズムは未だわかってい

ない。そのため、炎症や外傷によらない病態形成メ
カニズムの解明が治療・予防に貢献できると考えら
れる。
　エピジェネティックな制御とは、DNAやヒストンの
化学修飾などによる、DNA塩基配列によらない後
天的な遺伝子制御であり、それ自体は外傷や炎
症を惹起するものではない。本研究では、エピジェ
ネティックな変化の中の、ヒストン化学修飾に着目し
た。マウス下顎頭とマウス前軟骨細胞を用いて実
験を行ったところ、下顎頭吸収はヒストン化学修飾
の変化と関連している可能性を見出した。
　今後は、下顎頭におけるヒストン化学修飾など
エピジェネティックな変化を引き起こす因子及びメ
カニズムを解明し、進行性下顎頭吸収を含む下顎
頭吸収の予防・治療に役立つ知見を発見し、提供
していきたい。

やってみないとわからないよ。

製作中の銀歯
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　普段、私は札幌医科大学附属病院のリハビリ
テーション（リハビリ）部で理学療法士として働いて
います。これまで、様々な疾患の患者のリハビリに
携わってきました。なかでも脳卒中や脊髄損傷は、
その後遺症により、重度の障害が生じ、自
立した生活が困難になる患者を多く経験
してきました。また、患者ばかりでなく、家族
のQOLも著しく低下してしまう状況を目の
当たりにし、現在の治療の限界を痛感して
いました。そのような時に、現在当大学で行
われている医師主導治験の以前に行われ
た脳梗塞に対する自主臨床試験におい
て、実際に移植患者のリハビリを担当し、
骨髄間葉系幹細胞（MSC）移植を受けた
患者が、今まで見たことのない回復過程を
示したのに驚嘆し、MSC移植に新たな可
能性を強く感じました。それで、MSC移植
を受けた脳梗塞患者に対するリハビリの
評価方法や介入方法、目標設定につい
て、根本から再考する必要性を感じ、当大
学の神経再生医療学部門大学院に入学
し、現在行っている研究が始まりました。脳
梗塞などの神経疾患に対するMSC移植
が実用化した暁には、治療効果判定の確
立や効果をさらに高める新しいリハビリの
開発は重要であります。大学院を卒業した
今も、後遺症を少しでも改善するために、リ

ハビリとMSC移植の相乗効果で得られる治療効
果のメカニズムを解析し、神経疾患患者の生活機
能を押し上げるリハビリの開発・確立を目指し、研
究を進めています。

研 究 者：佐々木　雄一
札幌医科大学医学部 リハビリ
テーション医学講座 研究員

研究テーマ：脳梗塞に対するリハビリと骨髄間
葉系幹細胞移植併用により得られ
る脳可塑性亢進の解析

研究成果要旨
　骨髄間葉系幹細胞（MSC）移植は脳梗塞に対
する新しい治療法として注目されており、我々は、
医師主導治験を実施している。我々は、脳梗塞モ
デルに対するMSC移植にリハビリテーション（リハ
ビリ）を併用し、運動機能などの回復を観察した結
果、リハビリ単独群やMSC移植単独群よりも、併用

群の方がさらに高い運動機能の回復が得られる
ことを報告した。移植MSCは、1）梗塞巣周囲に集
積し、2）脳梗塞体積を減少させ、3）脳梗塞周辺
領域のシナプス新生を誘導し、4）脳梁萎縮を抑
制、するが、リハビリを併用すると、脳の可塑性のさ
らなる亢進を誘導することが可能となり、より高い
治療効果が得られることを明らかにした。これらの
臨床および基礎研究を踏まえ、MSC治療が実用
化された暁には、リハビリは益々重要な役割を担う
と考えられる。本研究では、リハビリとMSC移植の
併用で得られる治療効果の分子メカニズムを解析
し、治療効果判定のバイオマーカーと、MSC移植
の効果をさらに高める新しいリハビリ方法を確立す
ることを目的としている。

研究の出発点は臨床

細胞培養の実験中
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　私はこれまで天然物化学の研究を続けてきまし
た。天然物というのは、微生物や植物が作り出す
化合物のことです。人類は古来から薬用植物など
自然のものを利用してきましたが、この中に含まれ
る活性成分を“化学”するのが天然物化学です。
私は学生時代に天然物が持つ多様な構造や複
雑な化学構造を見て、こんな複雑な分子がどう
やってできるのだろうということに興味を持ち、この
世界に足を踏み入れました。微生物や植物の細
胞内で天然物を作り出すと言うとブ
ラックボックスのように聞こえますが、
分子レベルで解析を行うと、アミノ
酸等の原料からの酵素による多段
階の化学反応を得て化学骨格が
組立てられており、試験管内でも再
現可能なものです。生物は長い進
化の中で、天然物を巧妙な方法で
作るようになっています。その“もの
づくり”の仕組みを解明することで、
創薬に生かすことが期待できます。
私が研究をここまで続けてこられた
のも、実験の基礎や論理的な思考
の大切さを大学院時代から恩師に
教えていただいたおかげです。現
在では、分析機器やゲノムシークエ
ンス技術などの発展により、微量し

か得られない酵素反応生成物の単離や構造解
析、反応経路の推定などが飛躍的なスピードで可
能になっておりますが、我々天然物化学者の使命
は、生体内で起こる過程を分子レベルで精密に記
述し、それを応用して天然物を超える非天然型天
然物を生み出すことと思っています。今後も、学生
たちと一緒に天然物化学分野の発展につながる
ような研究ができればと思っています。

研 究 者：小笠原　泰志
北海道大学大学院工学研究院 
応用化学部門応用生物化学研究室 
助教

研究テーマ：メナキノン新規生合成経路阻害剤
の探索

研究成果要旨
　ペニシリンを生産するアオカビ等、微生物の中に
は有用な生理活性天然物を作るものが数多く存
在する。これらの化学構造は多様性に富んでお
り、人類はこれまで様 な々生理活性天然物を抗生
物質や農薬、医薬等として利用してきた。しかし近
年、抗生物質の過剰な使用による耐性菌の出現
が社会問題になっている。その原因の一つとして、

既存の抗生物質がヒトと細菌を区別する目的で開
発されており、病原菌も有用細菌も全て殺してしま
うため、耐性菌が出現しやすいことが考えられてい
る。この問題の解決の糸口として、病原菌と有用
細菌の違いを利用し、病原菌だけに作用する抗
生物質の開発が考えられる。本申請研究では、細
菌の呼吸に必須な化合物であるメナキノンの生
合成経路が、胃がんの原因菌であるピロリ菌と乳
酸菌等の有用腸内細菌とで異なることを利用し
て、ピロリ菌に特異的な抗菌薬の開発を目指した。
これまで、放線菌やカビの培養液などのサンプルか
ら抗菌剤の探索を行い、候補サンプルの取得に
成功している。また、候補サンプル中に含まれる活
性本体の精製、構造解析を行った。

ものづくりを微生物に学ぶ

学生と一緒に天然物の分析を行っている様子（右端が筆者）
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　2012年度にも研究助成奨励を頂いており、今
回再び頂くことができました。私が教員となったの
は2011年だったので、最初に頂くことができた研
究助成が秋山財団の研究助成奨励でした。研究
の立ち上げ時期をサポートして頂き感謝しておりま
す。実はこの5年間で私が研究している分野で非
常に大きな変化がありました。私は薬物送達学を
基盤としたがん免疫療法の開発を行っています
が、免疫チェックポイント阻害剤や遺伝子改変T
細胞（CAR-T）と呼ばれる医薬品が登場したこと
で、がん治療における免疫療法の立ち位置が大き
くかわり、現在
は世界中の製
薬企業が参入
す る 領 域 に
なっています。
2012年当時は
薬剤領域では
マイナーでした
が、最近では
企業や他の研
究者の方々が
興味を持って
下さり、ますま
す研究に精進
しなければと
思っています。

私事では、結婚、2人の息子が誕生し、私生活に
おいてもがん免疫領域並みの大変革が起こりまし
た。兄弟でも産まれたときから性格が随分と違って
おり、「何が性格を決めているのだろうか？？？」とか、
教えていない言葉や行動をしたときに、「どうやって
使い方を理解するのだろうか？？？」などの疑問が湧
いてきて、関連する研究分野に興味を持つ毎日で
す。最近、上の子は恐竜ブームが到来し、一緒に
恐竜図鑑を読んでいると疑問だらけで、恐竜研究
も面白そうだなと思っている今日此頃です。

研 究 者：中村　孝司　
北海道大学大学院薬学研究院 
薬剤分子設計学研究室 助教

研究テーマ：ナノDDSによるがん血管内皮細
胞のSTING活性化を介した新規
がん免疫療法の開発

研究成果要旨
　がんに対する免疫応答には、細胞質DNAを認
識し、自然 免 疫を活 性 化 するstimulator of 
interferon genes（STING）経路が必須であるこ
とが明らかになった。それ故、STING経路を活性
化するリガンドは、「真のがんアジュバント」になると
考えられる。同時期に、我々は独自のナノDDS技

術を駆使することでSTINGリガンドのがんアジュバ
ントとしての有用性を報告している。ごく最近、がん
血管内皮細胞（tumor endothelial cell： TEC）
のSTING経路が活性化することで、自然発生の
がん免疫応答が開始されるという非常に興味深
い知見が報告された。それ故、TECにSTINGリガ
ンドを送り込むことで、より強力にがん免疫応答を
活性化できるとともに、新しい戦略のがん免疫療
法の確立が期待できる。そこで本研究では、TEC
に効率的にSTINGリガンドを送達可能な新規ナノ
DDSを開発し、TECを標的とした新しいがん免疫
療法としての創薬の可能性を検証することを目的
とする。

大きく変化した5年間

恐竜図鑑に見入る息子
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　「どんな研究をしているのですか？」と聞かれた
ら、「昆虫採集です」と答えるようにしています。お
茶を濁しているわけではありません。本当です。私
の研究分野は生態学です。野外での生き物の在
り方から自然の成り立ちを理解することを目標とし
ています。具体的にはオサムシと呼ばれる昆虫の
生態を調査しています。
　すると大抵「オサムシってどんな虫？」と聞かれま
す。オサムシが漫画家手塚治
虫（本名：手塚治）のペンネー
ムになっていることをご存じの
方は多いようですが、その外
見を知っている方は多くありま
せん。個人的見解になります
が、小さい頭に胴体のくびれ
が作りだすバランスの良い体
型、そして6本の長い脚で毅
然と立ち、地面を軽快に走る
姿には洗練された肉体美を感
じずにはいられません。そして
多様な生態と著しい地理的
変異から、多くの研究者を魅
了してきた昆虫です。
　続いて「何かの役に立つ
の？」とも言われます。もし人間
の衣食住に貢献することを役

に立つというのであれば、私の研究はおそらく役に
立ちません。しかし、野生生物と自然環境について
知ることで、我々はその希少性あるいは脅威を理
解して、それらとの長期的なつきあい方を考えるこ
とができます。一方で、生態学は自然の美しさ、面
白さを人々に伝えるエンターテインメントでもありま
す。私の研究がそれらの一端を担えれば幸いで
す。

研 究 者：奥崎　穣
北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター 研究員（2017年8月
より、学術研究員）

研究テーマ：寄生バエにおける捕食被食関係を
介した高次分類群間の宿主転換

研究成果要旨
　寄生性の生活史をもつ双翅目、いわゆる寄生バ
エは比較的新しい分類群でありながら、5門22目
の動物分類群を宿主として利用する。これは寄生
バエが分類群を大きく跨いだ宿主転換を行ってき
たことを意味する。この宿主転換のメカニズムを理
解するために、本研究では宿主間の捕食被食関
係に注目した。捕食中の捕食者は餌生物に密着

するため、捕食者に産卵する寄生バエは餌生物
にも産卵してしまうだろう。さらに、もし寄生バエが
餌生物でも生育可能であれば、宿主転換のきっか
けとなるかもしれない。
　冷涼な北海道にはカタツムリとカタツムリを食べ
るオサムシが多く生息しており、両者の体内からは
しばしば寄生バエの幼虫が得られる。
　それらの寄生バエをDNAバーコーデイングによ
り種同定したところ、7種が確認され、そのうち1種
がオサムシとカタツムリから得られた。すくなくともこ
の寄生バエはオサムシとカタツムリの両方で生育
可能であることが明らかとなった。今後はこの寄生
バエが捕食中のオサムシとカタツムリに産卵してい
るのかを調査していく。

昆虫の研究を通して想うこと

大千軒岳のオオルリオサムシ
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　米・トランプ大統領がパリ協定からの離脱を表明
し、地球温暖化問題が改めて注目を集めていま
す。私たちが口にする牛肉やミルクを作っているウ
シも、実は温暖化に関わっています。ウシの消化管
内では温暖化の原因物質となるCO2やメタンがど
うしても発生してしまいます。特にメタンはCO2の25
倍の温室効果を持つため、私の所属研究室では
この低減法も研究テーマとしています。少し話がそ
れましたが、温暖化物質を作り出すウシは減らすべ
き邪魔者なのでしょうか？
　ウシが草食動物であることはご周知かと思いま
すが、なぜ極度の菜食主義者であるウシが、あの
ような巨体を維持できるのでしょうか？ウシはヒトの胃
袋に該当する臓器の前に別の胃袋を持ち、そこに

共生する微生物の活動によりヒトが消化できない
「草」から栄養素を得ているのです。このようにウシ
は本来は人類と食糧を競合せず、さらにその力強
い体は農耕に、作り出すミルクや肉は食糧として利
用できるため、人類と長い間パートナーであり続け
てきました。現在の飼育法では穀物飼料を大量に
与え、多頭を密集させて飼育したことで生産性が
大きく高まり、私たちはその恩恵にあずかっていま
す。しかし、消化管からの温暖化ガスや、密飼によ
る感染症リスクの増加も起きています。
　将来の安定した食糧供給のためにも、生産性
を下げずに、ウシと環境にやさしい飼育方法を見
つけ出すことがこれからの農学研究者の仕事の
一つだと私は考えています。

研 究 者：鈴木　裕
北海道大学大学院農学研究院 
畜産科学科 助教

研究テーマ：乳房炎防除を目的とした多機能性
の新規分泌タンパク質による乳腺
バリア調節機能の解明

研究成果要旨
　ホルスタイン種乳牛は過去の遺伝的改良により
高能力化が進んでいるが、乳房炎などの泌乳器
関連疾病の頻発が問題となっている。現在の乳
房炎治療は抗生物質による対症療法が中心であ
るが、投薬中の牛乳出荷禁止や耐性菌の出現な
どの問題が大きい。乳房炎の予防研究について
はワクチン開発によるアプローチが行われている

が、粘膜免疫の複雑な特性が大きな障壁となって
いる。そこで私たちは、乳牛が生来持っている乳
腺上皮バリア機構の一つである抗菌ペプチドに着
目し、これまでの研究から抗菌作用を有する分泌タ
ンパク質“Chemerin”が乳腺上皮において多量
に産生されることを明らかにした。本研究ではウシ
乳腺におけるChemerinのより詳細な生理的特性
を明らかにすることを目指した。その結果、乳房炎
では乳腺におけるChemerin産生が増加する傾
向にあり、分泌されたChemerinは乳腺上皮細胞
の増殖や細胞障害を制御する作用を持つことが
示唆された。したがって、Chemerinは乳腺上皮
細胞の保護に関わることから、乳房炎治療におい
て有効なターゲット分子となり得ることが示された。

ウシはお邪魔者？

かわいい仔ウシたちに助けられながら日々実験しています
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　今回助成対象となった研究は、札幌で研究を
始めた新しいプロジェクトを進める中で偶然発見し
たものでした。こういうものに出会った時は、「おお、
すごい」と思う一方で、何かの間違いか、しょうもな
い可能性かなどと考えてしまいます。ただ、追加で
いくつか実験をして、これは確かに面白いというとこ
ろにきて、現在のプロジェクトは進めています。振り
返ってみれば、博士課程で出した論文も始めた当
初は予想していなかった結果が出て、それが非常
に面白かったので、そちらを進めたこともありました。
また、同僚の研究員
の方も、なかなか実
験がうまくいかないこ
とがあって、その原因
を深く粘り強く追究し
続けたところ、研究
対 象 の 考えもしな
かったユニークな性
質を発見することに
成功しました。また、
別の実験で、学生の
人と一緒に汎用され
る実験手法で解析を
進めていたところ、学
生の人はどうもうまく
いかないと言ってきた
ので、その話を聞いて

いると、それは予想していなかった研究対象の面
白い性質を表している可能性があると思い、「それ
めっちゃおもろいやん！（大阪出身です）」と言ったの
を覚えています。これについても現在、研究を進め
ていこうと考えております。
　今後ももっとたくさんの予想外に出会うために、
色々試して行こうと思います。また、このように予想
外なことを進めることができる環境にも感謝しており
ます。これからもこのように研究が続けられれば幸
せだなと思います。

研 究 者：山崎　智弘
北海道大学遺伝子病制御研究所
病因研究部門RNA生体機能分野 
助教

研究テーマ：相分離した核内構造体が独立して
存在するための分子メカニズムの
解明

研究成果要旨
　生物の細胞内では、多種多様な化学反応が同
時並列的に進んでおり、それらが細胞内の限られ
た空間内で行われていることは大変驚きである。こ
のような機能は、細胞膜を有する細胞内小器官と
ともに、“細胞膜を持たない”細胞内構造体によって

も担われていることがわかりつつあり、大きな注目を
集めている。このような細胞膜を持たない構造体
は液体状の性質を持つものも多いにもかかわら
ず、多様な構造体がなぜ混じらずに存在できるの
かについて、その分子的な機構は明らかになって
いない。この機構に迫るための手がかりをNEAT1
と呼ばれる長鎖ノンコーディングRNAにより構築さ
れるパラスペックルと呼ばれる構造体の解析から
得た。このパラスペックルが他の構造体と独立して
形成する過程に関わる因子の探索を進めた結
果、特定のタンパク質が重要な役割を果たすこと
が明らかとなってきた。今後、さらに詳細な解析を
進めることで、膜を持たない構造体が独立して存
在するための分子基盤を明らかにしていきたい。

予想外を楽しむ

予想外を楽しむ人達（後列左から3人目が筆者）
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　幼稚園児であった頃に、高熱でとても苦しんで
いた私は、その時に飲んだ薬によって急に体が楽
になったことに驚き、まるで「まほう」だと思ったこと
を鮮明に覚えています。その頃から、患者の苦しみ
を少しでも軽減できるようなことに役立つ研究をし
たいと考え、研究者を志しました。大学生になり、研
究を始めてまもなくして、当時の先生が喜んでくれ
るようなおもしろい発見（その時は正直よくわかって
いなかったが）を偶然することができ、それがきっか
けでどんどん研究にのめり込んでいきました。創造
性に欠ける私にとって、何かを新しく生み出すよう
な研究ではなく、生体の中に答えが必ず存在し、そ
れを実験でコツコツ実証していく生物学研究の研

究スタイルが合っていたのだと思います。
　私が研究を始めて現在では9年の月日が経ちま
した。その間の科学の進歩は目覚ましく、新しい発
見や技術の開発が刻 と々進んでいます。研究をす
るということは、常に世界との競争しており、日々 結
果が求められることなのだと痛感しております。正
直なところ、日々 の多忙に追われ、こんな生活嫌だ
なと思うことも多々ありますが、そんな時には、大学
生の時に初めて得たおもしろい発見のことを思い
出す、それが今の私の研究へのモチベーションを
保つ「まほう」になっています。欲をいえば、そろそろ
もう一つぐらい新しい「まほう」にかかりたいもので
す。

研 究 者：山田　大翔
北海道大学遺伝子病制御研究所 
分子生体防御分野 助教

研究テーマ：ヒトサイトメガロウイルス感染症制
御に向けた自然免疫応答制御機
構の解明

研究成果要旨
　ヒトサイトメガロウイルス（HCMV）は、世界のほと
んどの人に潜伏感染しながら、とくに免疫不全の
患者で重篤な肝炎や肺炎、網膜炎などの致死的
な感染症を引き起こす。その治療法として現在、ガ
ンシクロビルなどの抗HCMV薬の投与が主に行
われているが、一方で、白血球・好中球の減少など

の副作用や薬剤耐性株の出現が問題視されてお
り、HCMV感染症の克服には免疫学的なアプ
ローチも重要となることが考えられる。そこで、いま
だ充分に明らかにされていないHCMVに対する
自然免疫系の認識・活性化機構を明らかにし、新
たな治療法の開発に役立つ分子基盤を提示する
ことを目指す。さらに当研究室で、宿主自然免疫応
答を抑制する新規タンパク質AHRを同定した知
見を基盤にして（Yamada T. et al. Nat. Immunol. 
2016）、自然免疫活性の増強を目的としたAHR阻
害剤を投与するアプローチにより、HCMV感染症
の克服への応用を視野に入れた、創薬につなが
る基盤研究を行っていきたいと考えている。

研究生活での雑感

研究室メンバー、秋山財団事務局の方とのアウトリーチ活動
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　筆者が主に行っている天然物合成という研究
は、平たく言えば、自然にしか存在しない有機化合
物を人の手でつくりだす研究である。歴史を遡れ
ば、有機化学のなかでも最も古くから行われている
研究であり、そもそも有機化学の始まりが高校の
教科書などでおなじみのヴェーラーの尿素合成だ
とすると、天然物合成が有機化学のルーツである
と言える。およそ200年の長きにわたり脈 と々有名な
化学者たちが数々の発見やブレイクスルーを達成
してきたのである。ただ、昨今の研究業界の風潮
では、歴史があるとか伝統的と
か言われる研究分野はあまり受
けが良くなく、「もう何も新しいもの
が見つからないのでは」とか「終
わっている学問だ」とか見なされ
てしまう。天然物合成に関して調
べてみると、実はそのような意見
自体は100年ほど前からたびた
び言われている。こういう指摘が
的外れであるということを言いた
いのではなく、強調すべきは、外
野の意見に惑わされず成果を
挙げてきた先人たちの努力であ
る。筆者もそれに続くように粉骨
砕身する所存である。具体的に
どうこうという話はかなり専門的
になってしまうのでここでは書か

ないが、研究を進める上で鍵となるのは想像力だ
と考えている。基盤としている天然物合成の視点
から、他分野の研究者が想像もつかないようなこと
が実現できれば、そこに何らかのブレイクスルーが
待っていると信じている。筆者がだいたい思いつく
のは妄想に近い稚拙なアイデアばかりであるが、

「珠玉の瓦礫にあるが如し」でその中にも良いもの
が隠れていよう。それを見逃さず、アイデアを実験に
より具体化し、生命科学のさらなる発展へとつなげ
ていきたい。

研 究 者：鈴木　孝洋
北海道大学大学院理学研究院 
化学部門有機化学第二研究室 
准教授

研究テーマ：新規炭化水素ジバレランを基盤と
する芳香環バイオイソスターへの
展開

研究成果要旨
　創薬化学の分野で医薬品候補化合物中の芳
香環をバイオイソスターである飽和炭化水素へ変
換する研究が注目を集めている。これにより化合物
の溶解性の向上や代謝安定化などが期待でき
る。一方、我々はトリカブト由来天然有機化合物の

合成研究において、対称性の高い新規飽和炭化
水素「ジバレラン」を見出し、その世界初の合成を
報告している。この分子式C13H20の新規炭化水
素は、四環性の堅牢なカゴ状骨格を有する化合
物である。そこで我々は、ジバレランが芳香環のバ
イオイソスターとなりうると考え、その仮説実証のた
め合成研究を開始した。まず、市販医薬品である
ナプロキセンのナフタレン環を、ジバレランへと変換
したナプロキセン誘導体の合成を行った。6－メト
キシテトラロンを出発原料として、分子内ディール
ス・アルダー反応を含む十数工程の変換を経て、ナ
プロキセン誘導体の合成に成功した。現在は、より
効率的なバイオイソスター化の実現に向けて、さら
なる研究を行っている。

想像力・妄想力・競争力

合成したある天然物：見た目はただの白色粉末だが、人類の叡智が詰まっている
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　学位取得後、米国サンディエゴに1年弱留学し
てから、2015年5月末に札幌へとやってきました。サ
ンディエゴから重いキャリーバックを抱え、妻とともに
ひどい時差ぼけに苦しみながら慌ただしく新生活
のセットアップを急いだのも今では懐かしく感じま
す。
　ご存知のように、昨今、大学におけるグローバル
化が盛んに叫ばれ、日本への留学生も年々増加し
ています。私の所属する研究室でもインドやバング
ラデシュを中心に外国人留学生が現在5人。これ
に対し、日本人の学生は2人。日本人が少数派で
す。この国際色豊かな研究室において、初めて教
員という立場になりました。
　教員として、学生にアドバイス・指導する機会が

度々やってきます。そのような機会において、学生
やポスドクの時とは全く異なり、大きく迷うことがあり
ます。それは、私の指導が彼らの今後を大きく左右
してしまうということです。彼ら自身の努力は間違い
なく必要不可欠であり、最も大きなウエイトを占めま
すが、それでも教員の要素・力は大きいと実感して
います。やる気のある学生にはドンドン成長してほ
しい。（物足りなさを感じる学生もいますが。。）彼ら
の考え・アイデアを可能な限り阻害せず、彼らから
オリジナルのアイデアを引き出し、具現化したい。私
の礎を築いてくれた恩師達は、そのような人達だっ
たと今更ながら感謝しています。恩師のような大学
教員を目指したいと思います。

研 究 者：松尾　和哉
北海道大学電子科学研究所 ス
マート分子材料研究分野 助教

研究テーマ：細胞分裂を標的とした光制御型抗
がん剤の開発とその応用

研究成果要旨
　細胞内では受動的な拡散によって物質が移動
するだけでなく、様々なモータータンパク質によっ
て、ATPをエネルギー源とした能動的かつ一定方
向への物質輸送が行われる。これまでに、細胞内
のオルガネラ輸送などに関与するキネシン－1の動
きを光でOFF／ONスイッチングできる光制御型
阻害剤の開発に成功している。この阻害剤には、

光応答性分子であるアゾベンゼンが導入されてお
り、2つの異なる波長の光を照射することで、自在に
シス・トランス異性化反応を誘起できる。この大きな
構造変化に伴い、阻害剤としての親和性が劇的
に変化することで、キネシン－1の活性を光でOFF
／ONスイッチングできる。
　本研究では、これまでに培ってきた光制御型キ
ネシン阻害剤の作動原理を、より実用的な抗がん
剤標的となりうる各モータータンパク質（キネシン－
5、7、10など）へと展開することを目的とした。今後
は、本研究によって開発されたいくつかの光制御
型阻害剤をバイオプローブとして利用することで、
各モータータンパク質の生物学的機能を解明して
いく。

学生とのコミュニケーション

研究室のメンバー（右から3人目が筆者）
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　私は、妊娠・授乳時に医薬品をより安全で有効
に使えるようにすることを目ざして研究を進めていま
す。特に、細胞内外の物質を運ぶ輸送担体に着目
し、薬が母体から胎児・乳児へどのように移行する
のか明らかにすることを目的としています。また、そ
れをできるだけ回避する方法を見つ
けることも課題です。
　研究のきっかけは、学位取得後に
大学病院で薬剤師として勤務した経
験からです。約2年間ではありますが、
妊婦・授乳婦に対する薬物治療の基
礎知識を学ぶことができ、専門の薬
剤師の先生との出会いもありました。ま
た、妊娠・授乳時の医薬品情報は必
ずしも十分ではなく、その中でも様 な々
情報を吟味しながら治療を選択しな
ければならない難しさも感じました。
　研究の環境は、医療者ともコミュニ
ケーションをとりやすく協力して研究を
進められ、一部のテーマでは実際に
薬剤師や医師の先生と研究していま
す。昨年は、共同研究している専門
薬剤師の先生と北京の学会に参加
させてもらう機会もありました。話はそ
れますが、この北京の旅は、他大学の
先生が空港でスリの被害にあったり、
学会の懇親会で日本の曲を合唱する

ことになったり、北京のスナックに連れて行っても
らったりと、印象的な思い出が詰まったものとなりま
した。研究活動を通して、様々な体験をさせても
らっています。出会いや機会を大事にしながら、研
究目標を忘れずに日々 精進していきたいです。

研 究 者：古堅　彩子
北海道大学大学院薬学研究院  
医療薬学部門医療薬学分野臨床
薬剤学研究室 助教

研究テーマ：自閉症発症リスクに対する胎盤輸
送担体の関与の解明

研究成果要旨
　自閉症は、「対人関係の障害」「コミュニケーショ
ンの障害」「パターン化した興味や活動」の特徴を
もつ脳機能障害であり、遺伝的な要因や妊娠中
の胎内環境が関与して発症すると考えられてい
る。遺伝的な要因として複数の遺伝子の関与が
示唆されているものの、胎内環境が自閉症発症リ

スクに及ぼす影響は不明な点が多い。妊娠期の
胎内環境を制御する因子として、本研究では胎
盤の輸送担体に着目した。胎盤輸送担体は、母体
と胎児間の物質交換、すなわち、「胎児への栄養
素の供給」「胎児からの代謝物の排泄」「異物か
らの防御」に重要な役割を担う。近年、抗てんかん
薬バルプロ酸の妊娠期における服用は、児の自閉
症発症に影響を及ぼすことが示唆されている。本
研究は、バルプロ酸投与により仔の自閉症発症を
誘発させたモデルラットを使用し、その胎盤におけ
る輸送担体の発現・機能の変化を明らかにする。
さらに、変動した輸送担体の活性を調節する物質
を探索することで、自閉症の発症リスク低減に向け
た情報を構築することを目的に研究を進めている。

研究テーマにまつわるいろいろ

北京の学会での一枚　（電子ポスター発表）
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　毎週末に図書館で本を借りるのが子どもの頃
の楽しみだった。図書館の奥には児童書の本棚と
は違う持ち出し禁止の書架があり、重厚な背表紙
の本が整列している。ペラペラめくったりしたことも
あるけど、まぁご縁はないと思っていた。あるとき自
由研究をグループでやることになり、友人が「くるま
のシートベルトの歴史を調べよう」と言い出した。ポ
スター資料を作り、クラスみんなの前で発表。資料
は手書き、字が汚い自分は調査担当。でも調査は
向いていたらしく、調べるのは楽しい。詳しい経緯
は覚えていないけど、禁帯出の書架で自動車の事
典にたどり着き、そこにシートベルトの項目を見つけ
オオッとなる。調べた内容は友人たちがキレイにま
とめてポスターを作ってくれた。発表はとても評判

が良かったように記憶している。
　今はなんでもデータベース化がすすみ、研究に
必要な情報も大部分がウェブから手に入る。ちな
みに「シートベルトの歴史」も今は検索で一発。で
も、どうしてもネットでは手に入らない文献もある。そ
んなときちょっとワクワクしながら図書館の書庫に入
る。どこにあるかはもう検索済みなのに。そして、書
庫の奥で目当ての文献を発見して、実物を手に取
るとやっぱりオオッってなる。
　さて、おすすめ文献は大正11年大阪醫學會雜
誌「形態的成分ノ膓管吸收機轉二就テ，　熊谷
謙三郎著」。管腔内物質が腸管のリンパ濾胞から
体内へと取り込まれることを観察した報告。

研 究 者：木村　俊介
北海道大学大学院医学研究院 解
剖学講座組織細胞学教室 助教

研究テーマ：気管上皮細胞株からのヒトM細胞
の平面培養系の確立

研究成果要旨
　腸管のリンパ小節を覆う濾胞上皮に存在する
M細胞は、管腔内物質を取込み上皮下のリンパ
濾胞へと送ることで粘膜免疫応答の開始に働く
細胞である。一方でこの細胞は病原性細菌の侵
入口となる。呼吸器は消化器とならんで外部から
の抗原や微生物に晒される器官である。しかしな
がら、呼吸器における粘膜抗原の取込み、侵入機
構には未だ不明な点が多い。

　我々はマウス気管・気管支上皮においてM細
胞マーカーであるTnfaip2、GP2陽性細胞が存在
していることを見いだした。この細胞は形態学的
特徴、抗原取込み能、分化制御機構、主要な発
現分子が腸管M細胞と同一であることから、気道
M細胞であると結論づけた。
　この研究成果は気道上皮細胞がM細胞へと
分化する能力を持つことを示している。実際にマウ
ス気道上皮の初代培養細胞をもちいることで、試
験管内でのM細胞の平面培養が可能であった。
気管上皮細胞はヒト組織を元にした培養細胞株
が数種類、確立されている。現在、ヒトM細胞の平
面培養系の安定した作成方法の確立を目指して
いる。

おすすめの文献

書庫の柱のかげにある大阪醫學會雜誌　禁帯出のシールは判読不明
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　北海道に来て約2年が過ぎようとしている。札幌
の街を歩くのは高校の時の修学旅行以来であり、
大通公園のテレビ塔やとうきびワゴンに懐かしさを
感じるときがある。修学旅行で来たのは7月下旬
だったため、半袖で札幌や小樽・夕張を班行動な
がら散策した良い思い出がたくさんある。
　札幌赴任後は自分のアイデアで研究して良い
ということで、長期的に社会に貢献できるようなテー
マ設定にしようと漠然と考えていたことから、老化
に関連した課題に取組むこととした。高齢化は今
や日本に限らず世界中で議論になるトピックであ
り、化合物を基盤とした加齢性疾患治療法の開

発や老化解明へのアプローチは興味深いかと考
えた。本研究の遂行は、研究室の学生たちの協力
なしで行うことは難しく、興味を持って積極的に取
り組んでくれている姿に感謝する毎日である。
　研究発表会後のジンギスカンパーティーや学内
のイチョウ並木、また、冬の厳しさに驚きながらも、
修学旅行で来たあの頃とは違う北海道を経験で
きることに感謝している。特に、美味しい食べ物と
豊かな自然が身近にあることは、素晴らしい環境だ
と感じている。今ここでしかできないことを楽しみな
がら、研究の進展につなげていけたらと思う。

研 究 者：薬師寺　文華
北海道大学大学院薬学研究院 
創薬科学研究教育センター有機
合成医薬学部門 講師

研究テーマ：可逆的生体内化学修飾に着目し
たエイジング治療薬の創製研究

研究成果要旨
　日本を含め先進諸国が迎える超高齢化社会
は、医療・介護費の負担増加を含め解決が困難
な局面を迎えることが予想される。これより、健康寿
命の延長を念頭に置いた予防医療や先制医療
の充実が求められているが、老化は複雑な現象で
あるため、完全な理解や制御は難しいものと考えら

れている。一方で、DNA塩基配列の変化によらな
い遺伝子発現制御機構「エピジェネティクス」研
究分野の進展により、後天的な因子（環境や医薬
品）が遺伝子発現を常時変化させていることが明
らかとなり、老化状態に至った遺伝子発現状態を
改変できる可能性が見出されるようになってきた。
本研究では、可逆性のある生体内ヒストン化学修
飾に着目し、加齢により変調した遺伝子発現を化
合物を用いて正常状態へと修正することで、老化
に伴う疾患の予防あるいは治療につなげることを
志向している。また、将来的には、ケミカルバイオロ
ジー的手法により、細胞老化と個体老化をつなぐ
新規知見を得ることを目標としている。

今できることを大切に

研究発表会後のジンギスカン（一番左が著者）
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　皆さんは魚鱗癬（ぎょりんせん）という病気をご
存知でしょうか。生まれつき、皮膚の一番外側にあ
る角質の形成に異常をきたすために、角質が魚の
鱗（うろこ）のように厚くなってしまう病気で、手塚治
虫先生の有名な漫画「ブラックジャック」にも出てき
ますから、ご存知の方もいるかもしれません。「角質
＝垢」というイメージがあるかもしれませんが、実は
角質は私たちがこの乾燥した大気中で生存する
ためには必須の構造であり、体外から病原体など
の外敵が侵入しないように、あるいは、体内の水分
が失われないように、私たちの体を守ってくれてい
ます。角質に異常を生じる魚鱗癬の患者さんでは

皮膚が乾燥し、バリア機能が低下します。加えて、
魚鱗癬は見た目にも大きな影響を与えますが、現
状では良い治療は存在せず、患者さんはいろいろ
な悩みを抱えて生活しています。私はこの難病と
真剣に向き合いたいと考え、2016年1月に魚鱗癬
とその仲間の病気である掌蹠角化症（しょうせきか
くかしょう）という疾患に特化した外来（魚鱗癬掌
蹠角化症外来）を北海道大学病院に開設しまし
た。多数の患者さんと接することから得られる知見
をもとに、将来自らの手で、必ずや良い治療法を開
発したいと思います。

研 究 者：乃村　俊史
北海道大学病院皮膚科 乃村研
究室 講師

研究テーマ：魚鱗癬における自然治癒機構の
解明とその臨床応用

研究成果要旨
　遺伝性疾患は一般的に難治性であり、対症療
法に終始せざるを得ないことがほとんどである。し
かし、1988年にLesch-Nyhan症候群患者の疾患
細胞の一部において遺伝子変異が消失し自然治
癒する現象（revertant mosaicism）があることが
報告されて以来、20－30種類の遺伝性疾患で同

様の自然治癒現象が報告されている。我 も々魚鱗
癬という先天性皮膚疾患において、病変皮膚の
一部が自然治癒することを報告してきたが、興味
深いことに魚鱗癬の自然治癒部は他の遺伝性疾
患で見られる自然治癒とは異なり、全て体細胞組
換えにより病因遺伝子変異が消失していた。この
ことは、魚鱗癬では変異タンパク質が体細胞組換
えを誘導する可能性を示唆しており、本研究では
この仮説の検証を試みている。もし安全かつ自在
に体細胞組換えを誘導することができれば、体細
胞組換えを用いて遺伝性疾患を治療できる可能
性がある。

「魚鱗癬」

2010年まで留学していた英国の研究室にて（2017年7月撮影）
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　私は小児科医として腎臓学を専攻している小
児腎臓医です。臨床面では、先天性腎尿路異
常、ネフローゼ症候群、急性・慢性腎炎、急性・慢
性腎不全（保存期CKD管理、腎代替療法）、尿
細管・間質疾患、ループス腎炎、学校検尿の精検
対象をはじめとした検尿異常の対応、など多岐に
渉る疾患の診療に当たっています。小児科全般に
言えることですが、先天性・遺伝性疾患が多いこと
も特徴の1つです。未だに原因不明の疾患も多い
ですが、最近では次世代シークエンサーを用いた
網羅的遺伝子解析によって遺伝子診断が可能な
症例も増えてきました。また、道内には素晴らしい
腎病理専門医や腎移植外科医がいるため、臨
床・研究ともに恵まれた環境にあります（小児の腎

移植が可能な施設は東京以北では北海道にし
かありません）。こうした環境の中で私たち北大小
児科の腎臓班では腎病理組織学的解析を中心と
した、糸球体硬化病変の機序解明をテーマとした
研究をこれまで行ってきました。硬化病変の形成
過程の引き金としてはポドサイト（臓側上皮細胞）
傷害が知られており、私の大学院の研究テーマも
当初はポドサイトを念頭においたものでありました
が、研究を進めるにつれて壁側上皮細胞（PEC）
の重要性に気付き、現在の研究テーマにつながっ
ています。研究に限らず人生なにがあるか分から
ないものだなと感じています。同僚・後輩とともに今
後も地道に研究を進めていきたいと考えています。

研 究 者：岡本　孝之
北海道大学病院小児科 助教

研究テーマ：活性化壁側上皮細胞に着目したシ
クロスポリン腎症の早期発見マー
カーの探索

研究成果要旨
　透析治療を必要とする腎不全患者は年々増加
の一途をたどり、2016年末時点の慢性透析患者
数は約33万人に達している。糸球体硬化は、腎機
能低下に至る“final common pathway”であるこ
とから、糸球体硬化病変の進行抑制は腎臓病学
の重要な課題である。近年、糸球体硬化病変形
成には、活性化壁側上皮細胞（活性化PEC）が

主な役割を果たすことが明らかとなった。
　本研究テーマであるシクロスポリン腎症は、シク
ロスポリン（CsA）の長期投与によって生じる腎症
である。CsAは、移植領域や自己免疫疾患、腎
疾患の治療などに広く用いられているが、多くの症
例ではCsAの長期使用を余儀なくされることが多
く、上述したCsA腎症への進行が問題となる。病
理組織学的には、尿細管間質障害、細動脈の硝
子様変性、および巣状分節性糸球体硬化症

（FSGS）を特徴とするため、本研究ではCsA腎症
のFSGS形成における活性化PECの役割に着目
してCsA腎症の早期発見マーカーを同定すること
が目的である。

「小児腎臓医」

リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック直後に行われた国際小児腎臓病学会（ブラジル）にて
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　これまで誰も知らなかったことを自分の手で明ら
かにしていく。そんな基礎サイエンスがやっぱり好き
で、時間がないと言いながらもこうして研究にしが
みついている。
　指導者が面白がっている姿が見えなければ、
学生はそれについてこない。研究室配属の前に
概要を説明する機会もないので、時折授業の中に
サイエンスのエッセンスを盛り込んでみる。けれど
ふたを開けてみれば「先生が一人で空回りしてい
た」と鋭く指摘されて…、がっくり。こんなつたない
指導力でどうしてサイエンスの魅力を伝えられよ
う。
　それでも毎年、私の研究室を選んでくれる学生
がいる。彼らは文句も言わず（言えず？）素直に実

験を始める。すると、手を動かした学生からそのサ
イエンスに興味を示し始め、秋が深まる頃には自
分から勉強し始めたりする。今年も、しぶしぶ取り
組んでいたはずの研究が面白くなってしまった学
生が一人。彼女は大手製薬会社に就職が決まっ
ている。この先、研究に携わることはあるのかない
のか。それでも、研究が面白くなってしまった経験
は絶対、彼女の中で活きるはず。そうか、指導力う
んぬんなんて吹き飛ばすサイエンスの力。ならば、
その魅力に気付いてしまう「犠牲者」を一人でも多
く輩出するために、私自身ももっともっとサイエンスに
没頭しよう。そして、これからも自信を持って面白い
でしょう？といえるテーマで学生たちを巻き込んでい
こう。

研 究 者：松永　智子
函館工業高等専門学校 物質環境
工学科 生物機能研究室 准教授

研究テーマ：ホタテガイ卵巣から得られたカロテ
ノプロテインに関する研究

研究成果要旨
　ホタテガイ卵巣は冬から春にかけて成熟し、カロ
テノイドを蓄積して特徴的な深いピンク色を呈す
る。このピンクの色素成分が水溶性であることに加
え加熱によって橙色へと変化することから、ホタテ
ガイ卵巣のカロテノイドはカロテノプロテインとして
貯蔵されている可能性が高い。しかし、ホタテガイ

においてカロテノイドの卵巣への蓄積機構はほと
んど研究されておらず、またカロテノプロテインに関
する報告例もなかった。
　カロテノプロテインは脂溶性であるカロテノイドを
保持しながらも、タンパク質によってそれ自体は水
溶性物質としてふるまうという点から、その詳細な
分子構造を明らかにすることで幅広い応用が期
待できる。本研究ではホタテガイ卵巣から水溶性
でピンク色の新規カロテノプロテインを単離し、ペク
テノバリンと命名した。また、それがビテロジェニン
に由来する複数のサブユニットで構成されることを
見出し、そのいくつかについてN末端アミノ酸配列
を明らかにすることが出来た。

ひっそりと、熱く想う：サイエンスと教育

研究が面白くなってしまった学生たち。
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　「アレルギーのデパートね。」中学生の私にアレ
ルギー検査を行った医師が口にした言葉である。
小学校高学年から鼻炎や結膜炎の症状が出現
し、中学生で悪化した。検査したアレルゲンほぼす
べてに陽性を示したが、なぜか犬だけ陰性であ
り、群馬県の実家で9歳から飼っていた愛犬レグは
私から煙たがられることなく家族に愛され17年生き
た。当然スギ花粉の時期は生きている心地がせ
ず、死ぬまでこの症状が続くのかと悩んだものであ
る。ところが、大学入学を期に旭川に移ったとたん

スギ花粉の症状は消失し（スギがないので当然な
のだが、入学してからその事実を知った）、なぜか
アレルギー症状全体も軽くなった。数年後シラカバ
花粉症になったが、幸いにも症状は軽かった。かく
して、北海道が大好きになり今も旭川に住み続け
ている。
　話しは変わり、私の6歳の長女は犬アレルギーで
ある。私の留学のため生後8ヶ月で渡米したが、渡
米前の2ヶ月間犬がいる妻の実家に住んでいた。
2歳3ヶ月で帰国し妻の実家を訪れると、1時間後

に全身に発赤が出現し
た。アレルギー検査は犬
のみ陽性であった。渡米
中は犬に触れる機会が
ほとんどなかったので、乳
児期の2ヶ月間で感作さ
れたことになる。
　親子のアレルギーひと
つみても、発症時期や原
因アレルゲンなど多彩で
あり非常に興味深い。多
様なアレルギーの病態
解明の道は険しいが、長
女に再び犬を触らせてあ
げるためにも頑張らねば
ならない。

研 究 者：長門　利純
旭川医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸
部外科学講座 助教

研究テーマ：シラカバ花粉症に関与するヘル
パーT細胞と樹状細胞のダイナミッ
クな相互作用の解析

研究成果要旨
　花粉症では、IL-4やIL-5を産生するtype 2 ヘ
ルパーT（Th2）細胞の関与が知られており、症状
の予防・緩和にはTh2細胞への分化抑制や他の
Th細胞サブセットへの再分化が必要である。ま
た、花粉に暴露されても発症する場合としない場
合があり、それぞれの抗原提示細胞の性質が異

なる可能性も考えられる。本研究では、健常人およ
びシラカバ花粉症患者の末梢血メモリーTh細胞
中に含まれるシラカバ特異的Th細胞の性状を解
析し、Th2細胞が花粉症患者に特徴的に認めら
れるか検証するとともに他のThサブセットについて
も明らかにする。また、樹状細胞をToll様受容体リ
ガンド（TRL）などにて活性化し、ナイーブおよびメ
モリーTh細胞の性状に与える影響を検討するこ
とによりTh2細胞への偏向抑制に重要となるリガン
ドとその下流シグナルを明らかにする。さらに、健常
人とシラカバ花粉症患者の末梢血中樹状細胞を
単離し、そのT細胞刺激能を解析するとともに細
胞表面マーカーおよびTLR刺激に対する反応性
について比較する。

私も娘も犬が大好きです

渡米前、妻の実家の犬と戯れる長女
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　研究テーマと出会うきっかけというのは、例えば
高校生の頃から興味があるテーマだったり、大学
での授業で惹かれたり、あるいは臨床医であれば
治療の壁にぶつかったときなど、まさに千差万別だ
と思います。ノーベル賞を受賞した山中教授も、か
つては整形外科医として歩み始めるも、基礎医学
に進路変更した話は有名です。実は僕も医学部
を卒業した頃、大学院への進学すら考えていませ
んでした。ところが卒後1年目の
ある日、教授に呼ばれ、「いい
テーマがある、当たればNature
かScienceだよ」と大学院進学を
勧められました。青天の霹靂でし
たが、Nature級の研究ができる
のなら（そんなに甘くないことは
後々思い知らされましたが）と、
勧められるままに病理学教室を
訪ねました。与えられたテーマ
は、当時トピックであった遺伝性
難聴の原因のひとつである細胞
間ギャップ結合の異常でした。や
る気に溢れて研究を始めるも、そ
う簡単に結果は出ません。結果
が出ずにもがいていた頃、教室

で主催する学会に演題を出しなさいとのことで、
ギャップ結合と同じく細胞間接着装置で親戚（？）
のようなタイト結合に着目しました。外界と接する鼻
咽腔はまさに上皮バリアが要である領域で、きれい
なデータが出始めました。最終的には学位テーマ
も変わり、研究者としての人生も変わりました。まさ
に塞翁が馬といったところでしょうか。

研 究 者：高野　賢一
札幌医科大学医学部 耳鼻咽喉科
学講座 准教授

研究テーマ：ヒト鼻粘膜上皮における転写因子
p63をターゲットとした新規アレル
ギー治療戦略

研究成果要旨
　アレルギー性鼻炎を引き起こす外来抗原は、鼻
腔から侵入し鼻粘膜上皮を介して症状を引き起こ
すため、抗原が最初に接触する鼻粘膜上皮にお
ける制御は、治療のみならず予防的見地からも有
用であると考えられる。そこで我々は、ヒトの鼻粘膜
上皮バリア機能に異常がみられる鼻茸およびアレ
ルギー性鼻炎において発現亢進が報告されてい
る“p63”に着目した。
　p63は細胞増殖およびアポトーシスの制御転写

因子として機能するだけでなく、幹細胞の維持およ
び上皮の分化への関与が知られているが、ヒト鼻
粘膜上皮における詳細な役割およびその調節機
構については不明である。われわれはヒストン脱ア
セチル化酵素（HDAC）阻害剤のp63発現低下
作用を利用し、ヒト鼻粘膜培養上皮細胞を用い
て、TAp63、⊿Np63、HDACの 発 現 を 解 析、
TAp63および⊿Np63のsiRNA、様 な々HDAC阻
害剤処置などによりp63を介した上皮バリア機能、
繊毛形成、リモデリングの影響を解析している。
　ヒト鼻粘膜上皮におけるp63を介した抗原防御
機構の解明は、鼻茸およびアレルギー性鼻炎の根
本的予防および慢性化防止に対する新規機構
の創薬につながる可能性に加え、鼻粘膜上皮を
介したdrug delivery systemの構築にも寄与す
ることができると考える。

「研究テーマとの出会い」

大学院時代，恩師である第2病理教授の澤田典均先生と熊本の学会にて（左が筆者）
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　私は子供の頃からアトピー性皮膚炎・気管支喘
息・慢性蕁麻疹に悩まされ、気管支喘息発作で運
動できなかったことをよく覚えています。アレルギー
の子供を救いたい思いで小児科医を志し、本州
の医学部に入学しました。初めての北海道旅行で
北海道に惚れ、医師になったと同時に北海道へ
やってまいりました。医師になり食物アレルギー患者
さんは決して少なくないこと、日々 不安を感じている
ことを知りました。座学のみならず多くの患者さんや
ご家族とともにたくさんのことを学び、最近はアレル
ギー外来や乳児健診を通して多少なりとも患者さ
んやご家族の不安を減らし、喜びを感じてもらえて
いるのではないかと思っています。
　私が今行いたいのは北海道の小児アレルギー

診療の均てん化（地域格差をなくすこと）です。北
海道は都市間が100km以上離れていることも少な
くなく、冬は搬送にさらに時間を要します。小児科
不在の地域もあります。食物アレルギーによる心停
止は摂食後30分程度とされているため、特に都市
から離れた地方で食物アレルギーの予防、診断、
急性期治療を行う必要があると思います。そのた
めには小児科医を増やすこと、さらに特に地方で
のアウトリーチ活動が重要です。昨年は新ひだか
町で保健師と市民講座を企画し、40名程度の方
に参加して頂きました。講演終了後には幼稚園教
諭から複数の質問を受けました。このような活動を
地道に続けていき、目標を達成したいと思っていま
す。

研 究 者：竹崎　俊一郎
北海道大学病院小児科 医員

研究テーマ：小児シラカバ花粉関連食物アレル
ギー罹患率、臨床症状、コンポーネ
ント抗体の検討

研究成果要旨
　シラカバ花粉関連食物アレルギーはシラカバ花
粉に感作された後に、リンゴ・モモ・サクランボなど
主にバラ科の生の果物を摂食後に口腔内違和感
を発症する疾患である。口腔内違和感のみならず
重症例ではアナフィラキシーショックも発症する。原
因食材はバラ科果物以外に豆乳・ピーナッツ・キウ
イ・マンゴーなど多岐にわたり、現時点で有効な治

療法はない。しかし本疾患の注目度はスギ花粉症
に比べると低い。その原因としてシラカバ自生地域
が限定されていることが挙げられ、北海道発の解
析が求められる。本研究では小児シラカバ花粉関
連食物アレルギー患者の罹患率、臨床症状、コン
ポーネント抗体を明らかにすることを目的とした。本
研究を学会・論文発表することで本疾患の注目度
をあげ、最終的には治療法の開発につながること
を目指す。現在までに複数患者の臨床症状が明
らかになり、中には10種類以上の食材に反応する
患者が存在し、治療を望んでいる患者が多いこと
がわかった。今後学校へのアンケート調査によって
罹患率を明らかにしていきたいと考えている。

北海道の小児アレルギー診療の均てん化を目指して

子育てスキルアップ講習会　（2017年12月5日　新ひだか町にて。左上が筆者。）



第4章　ネットワーク形成事業
助成金受領者からのメッセージ

1 ．厳冬期の災害に向き合い、
　　「地力（ちぢから）」の向上でいのちを護る

2．「生きづらさ」を原動力に「生きること」の意味を再発信！

3．北の高校生会議

4．明日のニセコエリアの礎は私達が創る
　　“本物の農”の営みから！

5．さっぽろ下町プロジェクト～ヒトとマチをつなぐ

6．「遊び（Play）」として行うスポーツで
　　「生き抜く力」を高くする

7．ニウプバレーの周知とブランディング

8．北海道自伐型林業推進プロジェクト
　　～誰もが参画できる林業新時代へ～

9．わくわくドキドキ古着で作る循環型社会
　　～つながろう北海道

10．世代をつなぐ森づくりプロジェクトと芸術祭
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　「天災は忘れたころにやってくる」の言葉で有名
な物理学者の寺田寅彦先生が昭和九年十一月
の経済往来に投稿した「天災と国防」。この中に
ある一文は私たちに考えるきっかけを与えてくれ
る。
　「文明が進めば進むほど天然の暴威による災
害がその劇烈の度を増すという事実である。」
　この文章は日本の歴史上最大の昭和九年の
室戸台風の後に綴られたものである。意味すると
ころは、自然の中で自然とともに生きてきた文明か
ら、現代に進むにつれて、自然に逆らいコンクリート
を打ち込み堤防を築き、水をしのげるような都市開
発を進めたことで、自然を封じ込められるような錯
覚が生じているのではないか。これにより人が避難
行動を抑制し、逆に多くのいのちを奪うような災害
を発生させているのではないかということである。
人工物は地球規模の営みには勝てない。災害は
常に想定外であり、想定した人工物では歯が立た
ないことがある。自然とともに生きる謙虚さが文明
が進むことで希薄化してきているのではないか。今
から八十四年前に綴られたこの言葉は、現代の
私たちにこそ活きる言葉であると考える。
　私は、この事実が北海道に極めてよく合致する
と感じる。冬が長く厳しい北海道では、ルンペンス
トーブ、コークスストーブ、ロケットストーブや薪ストー
ブなど自然のものを利用し、家族単位・地域単位
で温かさを得ていた。この時代は、煙突さえ無事で
あれば電気がなくとも寒さをしのぐことができた。し
かし、電気が通り、暖房の効率化が進み、FFストー
ブが普及し、さらにマンション化が進むことで氷点
下10℃以下となる地域でさえも冬場にエアコンで
暖を取る文明に進化してきた現代は、インフラに依

存しすぎた生活と言わざるを得ない。電気がなけ
れば寒さをしのげなくなった。暴風雪の時には外出
ができなかった時代と比べ、道路が整備され、車
が高機能化し、社会活動（仕事場）が変わりなく動
いてしまう現代は、暴風雪でも安易に外出を許容
してしまうようになった。車から一酸化炭素が出て
いることを知らないドライバーもまだ多い。北海道で
生きるための「常識」とは何であろうか。人は自然
に生かされている事実を今一度見つめなおす時
期に来ている。
　過去の災害から学ぶことはとても大切である。し
かし過去に起きたことがない、もしくは過去に起こっ
たもの以上のことを試練として与えるのが自然であ
る。今の時代だからこそ、自分や家族で完結できる
ことを増やす。自分の専門性を生かして他者と共
存する。そしてしなやかなつながりを広げる。寺田
先生が私たちに遺してくれた言葉から、災害大国
日本を振り返りたい。

自然（ちきゅう）の上で生きること

プロジェクト名：厳冬期の災害に向き合い、「地力
（ちぢから）」の向上でいのちを護る

代 表 者：根本　昌宏

助成期間：2015年度～2017年度

プロジェクト要旨
　真冬に停電が起きたら何が起こるのか。ほぼす
べての暖房は使えません。家庭だけではなく避難
所においても同様です。今まで起きていない冬の

大災害を想定して、自治体が「防災」に取り組むこ
とは難しい状況です。寒冷地防災は黎明期にあり
ます。産・学・官・報（報道）連携を強化し、能動的な
情報発信を進めます。いのちを護る取り組みを成
長させるには新たな伝道者を育成しなければなり
ません。冬期に様々な地域で避難所演習を展開
し、主役となる「個人・家族」を取り入れて、その地
域にふさわしい生きるための力「ちぢから」を醸成
します。

防災担当者160名で検証した停電・無暖房の厳冬期避難所
（外気温氷点下22℃）
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プロジェクト名：「生きづらさ」を原動力に「生きるこ
と」の意味を再発信！

代 表 者：日置　真世（寄稿者　永井　瞳）

助成期間：2015年度～2017年度

プロジェクト要旨
　私たちは自分たちの生きづらさの原因は、自分
たちが経験した虐待、不登校、精神疾患、依存な
どの問題や自分たちの弱さだと思っていました。し

かし、活動をする中でそうした背景があっても適切
な支援やいい出会いがあれば、辛さや苦しさは軽
くなるし、そうした経験がむしろ自分達の強みになる
こともわかってきました。生きづらさの原因は社会の
あり方や人々の価値観にあると気づいた私たちは

「社会のこうあるべき」という枠から解放されて、こ
れからの地域社会作りを考える活動をしていきま
す。

　3年間を振り返ってみると、毎回の活動が充実し
ていたからこそ、たくさんの思い出があふれ、活動
を通して新しく知り合ったメンバー、逆に卒業して
いったメンバー、新しくサポーターになってくれた人
たち、研修などで知り合い応援してくれる人たち、
いろんな人たちの顔が浮かんできます。1年目は
何をやるかも手探りで、思いついたものに手を伸ば
し、とりあえずやってみよう！と、主催イベント「まじくる
フェスタ」を開催したり、自分達がこのプロジェクトを
通して、何が出来るのかを考えた年でした。2年目
は活動ごとに担当を決めてみたり、予定を決めたり
と見通しを立てたことで、継続的な活動ができた
り、新しいメンバーとつながることができました。そし
て、3年目は自分たちの活動の意義や秘訣をまとめ

よう！っと冊子作りや映像化などを試みましたが、ど
んな作品にしたら良いか、自分が活動を通して感
じたものなどを話すほうが盛り上がってしまい、形に
することは残念ながら適いませんでした。けれど、こ
の3年間で「単発的ではなく日常的な活動に成長
の秘訣が隠されている」ことが分かりました。自分
たちの成長を振り返るときに、2年目に継続して行え
た漂着ランチや3年目の途中からプロジェクトメン
バーがシェアハウスを始めたことでの日常的なか
かわりの中に成長する場面がとても多くあったから
です。活動を通してメンバー内での安心感や信頼
感もそこで芽生え意見交流も活発になってきまし
た。自分の悩みをメンバーに相談したり、相談され
たり、そこでもめることがあったりと、活動の中では

ハプニングが絶えなかった
のもそういえばいい思い出
ですね。私は大体その発端
にいた気もします・・・。（他
罰的だからですね苦笑）こ
れからは運よく（？）釧路に自
分たちの拠点を持つことが
できることになりました！その
場所で生活を共にしなが
ら、地域の人とつながり、自
分たちの自立とは何なのか
を考え、たくさんの人と成長
し合えるような場作りをして
いけたらと思います。三年
間私たちの活動を支えてく
れ、応援してくれた皆さん、
本当にありがとうございまし
た。

生きづらさから見つけられたこと

仙台合宿にて集合写真
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　北の高校生会議に出会うまで私は、自分の住ん
でいる地域の狭い価値観にとらわれていました。
　私が学生団体北の高校生会議と出会ったの
は2016年4月、高校入学直後、中学時代の先輩か
ら「北の高校生会議の運営をやってみないか」と
声をかけられたことがきっかけでした。
　全道の高校生によって形成されている北の高
校生会議は、私にとってはとても新鮮で、「高校生
が社会問題を熟議する」という環境を高校生が作
り上げていることに驚きを隠せず、すぐに運営とし
て関わるようになりました。
　社会問題というものは、時代によって変化するも
のもあれば、恒久的な課題として今もなお残り続け
ているものもあります。そういった意味でこの北の高
校生会議ではその瞬間に高校生が関心のある
議題に対して考えを深めることができるため、回を
重ねるたびに高校生の成長の糧となっていること
を実感します。
　例えば、2018年度の3月に開催
した第6回北の高校生会議では、
ディスカッションの議題として「仮想
通貨」が加わるなど、新たなテクノ
ロジーの観点からも社会問題を考
えました。
　特に、高校生の見解が深まる契
機となっていると感じるのは「夜ゼ
ミ」の存在があってこそだと感じま
す。「夜ゼミ」とは北の高校生会議2
日目の夜、「夜明けまで語ろう」とい
うスローガンのもと高校生が興味の
ある議題を自由に上げ、参加者同
士で議論していくというものです。そ
れぞれの興味のある分野の差異

から多様な価値観に気づくことで、相互理解が進
み、深みのある議論の一助となる役割を果たして
います。
　また、社会問題だけでなく、北の高校生会議で
は参加者のネットワーク形成にも重点を置いていま
す。北の高校生会議終了後も有志による勉強会
の開催や、OBOG組織「ひぐまの会」による食事会
などの開催を通して北の高校生会議終了後も広く
活動のコミュニティを参加者に提供したり、参加者
自身で新たな活動を行うきっかけとなったりしていま
した。
　このような高校生同士の触発による未知の可能
性を、私は対話とネットワーク形成の両面において
北の高校生会議で感じました。これからも学生団
体北の高校生会議は北海道内外の高校生が自
身の可能性を広げることができるような、新たな挑
戦の場でありたいと切に思います。

北の高校生会議の可能性

プロジェクト名：北の高校生会議

代 表 者：山本　愛優美

助成期間：2015年度～2017年度

プロジェクト要旨
　私たちは北海道の高校生の「社会問題を熟議
したい」という思いからこれまで全6回、2泊3日の道
内外の高校生を集めた勉強合宿「北の高校生会

議」を開催しました。延べ130名以上の参加者が
集い政治、経済、自然、医療、テクノロジー、教育、
地方創生などの幅広い課題を、対話を通して考え
ています。また、北の高校生会議終了後も参加者
の有志が勉強会を開催するなど、北の高校生会
議を通して参加者同士のネットワーク形成にも役
立っています。また、2泊3日の合宿のみならず、不
定期の勉強会も開催しています。

第6回北の高校生会議にて講演を聞いている参加者一同
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プロジェクト名：明日のニセコエリアの礎は私達が
創る“本物の農”の営みから！

代 表 者：小山　莉奈

助成期間：2015年度～2017年度

プロジェクト要旨
　国際エリアニセコに生きる喜びと羊蹄山ろくの
恵みを受け、“農＝命”を育む大切な地をもっと発展
させていきたいという強い意志で、基幹産業である

農業を基盤とした持続可能な地域循環型社会の
新たな町作りの一端を担う取組をしています。この
地の魅力と底力を“農と食”そして“食からいのち”
とつなげる取り組みへ深化させた活動を点から線
で結び、プラットホーム・ネットワークを3年間で拡大
していくことで、地域の発展を支える“人と人のつな
がり”“人と農業（自然）のつながり”を強めることを
目指していきます。

　これまでの2年間、村上先輩や百日先輩を中心とした
活動を引き継ぎ、プラットホームの代表者となりました。始
めの頃はどのように活動を続けていけばよいか、ものす
ごく不安でした。でもクラスの仲間や後輩たち、また各専
攻班のメンバーなども協力してくれ、3年目の活動を実施
することができました。活動では当初、計画したことが出
来なかったところもありましたが、反対に今まで行ってき
たことをさらに深く掘り下げて活動できた部分もあり、私
自身も多くの方 と々つながりを持つことができました。
①�基幹作物「ジャガイモ」を利用したアウトリーチ活動
　今年度も余市エコカレッジを利用させて頂き、外国人
や小学生と一緒に20品種のジャガイモの栽培管理を
行いました。夏場は雑草が多く大変でしたが、収穫した
ジャガイモでいももちやポテトサラダを作り、みんなで美味
しく食べることができました。外国人との活動で英語も
勉強でき、普段の授業の大切さも実感できました。外国
人や地域の農業者の方 と々の貴重な意見交流ができ、
ネットワークを広める活動ができたと思います。
②�ニセコエリアから発信！！野菜ハンギングで緑豊かな町

づくりの提案
　昨年度、短期間でトマトが枯れてしまい、工夫が求め
られた今年度でしたが、他の活動に力を入れた結果、
今年度は実施できずに終了してしまいました…。
③越冬野菜を広め、地域への定着を図る
　豪雪地域の特色を生かした自然エネルギーを利用
し、越冬ニンジンやキャベツの栽培を行いました。2月に
一部を掘り出し、糖度を測定したところ、キャベツ8．6（通
常4～5）と、食味調査でも十分な甘味を感じ、地元スー
パーに出荷も行いました。特に今年度は野菜の高騰
で、地場産野菜が貴重な存在となり、これからもマーケッ
ト展開ができる可能性がありそうです。
④地域の作物を使用し、和牛肥育を行っていく
　地域の特産品であるジャガイモの規格外が安価に
取引されている現状を踏まえ、“規格外ジャガイモを飼
料化し、和牛へ給与する”取組みを行いました。さらにこ

の活動が地域からも認められ、役場・生産団体とが連携
し、「ようてい和牛プロジェクトチーム」が発足。地域に根
付く新たな和牛ブランドへ向けて、大きく前進しました。
⑤�ポテトペーストを用いてのアウトリーチ活動を行ってい

く
　外国人の多いニセコエリアの特色を生かし、規格外
ジャガイモをペースト化したポテトペーストの新たな商品
開発や外国人に日本の魅力を感じてもらいたいと考えま
した。商品開発では甘くないマフィンやイモ大福を開発
し、ニセコひらふ地区のホテルやイベントで販売や交流
を行い、多くの外国人に興味を持ってもらえました。そし
て、この活動から発展し、旭川医科大学にジャガイモの
成分分析を、新たな商品開発に向けてキッコーニホン
株式会社よりペーストを利用したソースやドレッシングの
開発に向けてご協力を頂くことができ、活動が大きく広
がっていきました。
　ニセコエリアは今、外国人観光客の増加や新幹線、
高速道路の着工で大変な賑わいを見せています。しか
し、環境破壊・汚染や原子力発電所の問題等、今後の
自然環境を脅かす可能性もあります。私たちは「農」を
主体にこれからもアウトリーチ活動に精力的に取り組
み、農から始まるニセコエリアのネットワーク構築に向け
て頑張っていきたいと思います。

農から始まる私達の活動～3年目～

余市エコカレッジでのジャガイモ栽培（前列一番右が筆者）
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　平成28年度より、「さっぽろ下町プロジェクト」と
して活動をスタートし、2年目の活動を無事終えまし
た。この間、最も大きな変化として、任意団体「さっ
ぽろ下町プロジェクト」から新たに「一般社団法人
さっぽろ下町づくり社」へと移行したことが挙げら
れます。住民、企業、行政をつなぎつつ、地区に新
たな魅力と活力を持続的に創出するまちづくりを
実現する上では、我 自々身が持続可能性を確かな
ものにすることが必要であり、実績を積み重ねる中
で信頼を勝ち取り、立ち位置を構築することが必
要とされます。こうした判断の下、平成29年5月に、
地区に根差したまちづくり団体としての組織移行
を行いました。
　実際の活動では、これまで主軸事業として過去
3年にわたって展開してきた「さっぽろ下町マル
シェ」を地区の催事や企業との連携等の可能性
を模索しながら実施するとともに、小規模でも日常
的に活動が目に触れるよう、ミニマ
ルシェを実施しました。また、新たな
活動として、地区内の遊休資源の
新たな付加価値づくりと、新たな人
材の誘導を目的とした、「スクールプ
ログラム」と「コンペプログラム」から
成る「さっぽろ下町リノベ塾」を実
施しました。総計20名の受講と、当
初予定していたよりも小規模となりま
したが、少人数であるがゆえに受
講生同士、さらに受講生と我々の
つながりを高めることができ、地区
に密着した起業とリノベーションの
可能性を濃密に議論・検討できまし
た。後半の「コンペプログラム」では

残念ながら最終提案に至ったのは1件となりまし
た。1件では「コンペティション」として成立し難い
ものがありましたが、企画提案者の想い、今回のプ
ログラム実施に当たって所有物件を素材としてご
提供いただいたオーナー様の想いもあり、3月に

「講評会」という形を、これらの2者をつなぎ、企画
提案の実現可能性を探る場を設けました。優れた
コンセプトと事業計画の実現性の高さ、新たな「つ
なぐ場」としての高いポテンシャルを有していたこと
から、オーナーの理解を獲得することができ、我 と々
しても「リノベ塾」という新たな取組を経て、我々の
「下町づくり社」の持続可能性を検証する上で有
意義な成果を得ることができた2年目となったと実
感しています。次年度はいよいよさっぽろ下町プロ
ジェクト3年目の事業を進めることとなります。この2
か年の成果をさらに確かなものにするための1年と
していきたいと考えています。

さっぽろ下町プロジェクト第2期を終えて

プロジェクト名：さっぽろ下町プロジェクト
～ヒトとマチをつなぐ

代 表 者：柴田　寿治（寄稿者　近藤　洋介）

助成期間：2016年度～2018年度

プロジェクト要旨
　ものづくりの拠点として札幌の開拓を支えた創
成東地区は、都市成長の潮流から取り残されて久
しいエリアでしたが、近年の急激な人口流入によ

り、都心居住エリアのコミュニティのあり方を見直
すべき時期に来ています。この機に、地区にて業を
営む事業者、住民、まちづくりコンサルタント等が旗
振り役となり、地区の多様なつながりを生む結節点
となる『さっぽろ下町プロジェクト』を組成しました。
様 な々つながりづくりを通じた新たな地縁を育てる
ことで、創成東地区が都心の下町となるためのま
ちづくりへのチャレンジを展開しています。

リノベ塾講評会の様子
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　2020年の東京オリンピックに向けて、スポーツ界
隈はにぎわってきています。この冬行われた平昌
冬季オリンピックにおいて日本勢が活躍したこともあ
り、東京オリンピックに向けて世間からの期待が大
きくなっている向きがあると感じています。
　日本人が世界のトップで活躍することはもちろん
喜ばしいことです。ただ、足元をみるとスポーツを行
う環境は今後厳しくなっていくことが予測されます。
ひと・もの・かね、何が足りないかというと、それはもう
全部足りないのですが、なにより今後ひとが足りなく
なることが明確です。現在でも少し地方へ行くと、
高校の野球部に部員が2人しかいない、ということ
が起きています。2人では三角ベースすらできず、
キャッチボールと素振りの日々 で、野球部なのに野
球ができない。そうなると、地元の高校に進学して
もやりたいスポーツができないので、都市の学校に
進学するひとが多くなります。すると、ますます地方
はひとがいなくなり、ますますスポーツを続けられなく
なる、という状況が起こっています。現在は地方で
生じている状態ですが、恐らく今後は国全体で同

じような事態になると考えられています。学校の部
活動に対する賛否はいろいろありますが、競技に
よっては中体連の維持があと数年しか持たないか
も、言われています。
　さて、このような状況下で私たちにできることは
何だろうか、というと、やはりひととひとを繋げてス
ポーツをできる環境を広げること、になります。これま
でスポーツの世界では、地域（郡市、都道府県、国
など）や学校のくくりで対抗していましたが、スポー
ツ環境を維持するためには新たな「つながり」が必
要になってきます。スポーツ環境を維持するための
新たなつながり、というものがどのようなものか、実
際のところ私たちもまた手探りの状態です。ただ、ス
ポーツによる新たなつながりを模索することが、新
たな社会や価値観を作り出せるかもしれません。
地域や国境に縛られず、スポーツを楽しめる世の
中は、いまよりも自由で面白そうです。と、ジョン・レノ
ンを聞きながら、Imagineの世界への一歩として、
田舎でも野球少年が野球をできるつながりの実現
をめざしていきたいと思います。

Imagine there's a no countries.

プロジェクト名：「遊び（play）」として行うスポーツで
「生き抜く力」を高くする

代 表 者：瀧澤　一騎

助成期間：2016年度～2018年度

プロジェクト要旨
　現代の社会では、子供から高齢者まで身体に
関わる問題が多く存在しています。そのさまざまな

身体に関わる問題を、「遊び（play）」として行うス
ポーツで解決することを目指します。スポーツは、ひ
とりではできません。スポーツは同じチームの仲間
や対戦相手がいなければスポーツになりません。ス
ポーツによって、人と人・地域と地域のつながりを作
り、また楽しんで行うスポーツ文化を形成し、多くの
人の「生き抜く力」を高め、いのちの質を向上させ
ることを目指しています。

You may say I’m a dreamer, but I’m the not only one
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　わたくしたちは、2017年度、以下のような活動を
しました。
2017年 4 月　第22回白樺樹液祭り開催
　同年 6 月　村上春樹朗読会開催
　同年 7 月　�京都同志社大学において開催され

た第6回村上春樹国際シンポジウム
に参加

　同年 8 月　�美深町古民家にて、第一回美深ビ
アフェスタを開催、600人の参加者
を数えた。

　同年10月　�長野県の白樺樹皮工芸グループを
訪問

2018年 1 月　�2019年7月に、第7回村上春樹国際
シンポジウムを札幌市都美深町に
開催することが決定した。

　同年 3 月　�東北の久慈市、安比高原及び北
海道の栗山町の白樺樹液祭り開
催地訪問

　以上が、2017年度の活動内容で
したが、特に8月に開催した、古民家
ともいうべき、レンガ倉庫でのビアフェ
スタについて考えさせられるものがあ
りました。ほんとうに信じられないくら
いの多数の美深町民が参加し、楽
しむ場にもなりましたが、日頃あまり会
えない名寄、下川、そして遠い旭川、
札幌からの参加者も目立ち、コミュニ
ケーションの場としても大いに有意
義だったと感じています。年代も老
若男女様々で、過疎に悩む人口1万
人以下の町村にこのような場は、是
非とも必要だと感じました。2019年6
月完成を目指して、この古いレンガ倉

庫を改造して、レストランが併設された、白樺樹液
原料のクラフトビール工場にしようとしていますが、
採算性を危ぶむ周囲の意見が多数寄せられてい
ます。しかしながら、このような施設は、毎年、住民
が減少していく、美深のような過疎地域には、どうし
ても必要だと思います。さて、クラフトビール工場の
ビール醸造職人を募集したところ、すぐに数名から
希望があり、そのうちの30代の一名を採用しまし
た。クラフトビールは、若者を魅了します。
　これからは、老若男女、地域住民、周囲の市町
村住民及び移住者が気軽に集まれる場になるビ
アフェスタの開催、さらにその延長線上のクラフト
ビール工場の完成に向け、まい進したいと思いま
す。このような活動が、ニウプバレーの知名度をあ
げ、仁宇布の住民増加につながると信じていま
す。

別の方向から、ニウプバレーの周知とブランディングを訴えることも必要ではないかと思います。

プロジェクト名：ニウプバレーの周知とブランディング

代 表 者：柳生　佳樹

助成期間：2016年度～2018年度

プロジェクト要旨
　ニウプバレーは、過去20年間に7戸の移住者が
あり、その合計人数は、約30人になり、その結果、
地域の人口は50人から70人へと増加しました。し

かしながら、問題点として、この6～7年、新規の移
住者がなく、移住した人の中には、老齢になる人も
出てきました。この問題を解決するため、一段とニ
ウプバレーの知名度を上げて、酪農、羊飼い、畑
作、林業などに積極的な都会の若者、学生に対
し、ニウプバレー移住を促すよう、大いにアピールし
たいと思っております。

2017年8月、美深町の赤レンガ倉庫にて、初めて開かれた
「美深クラフトビアーフェス2017」の様子
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　北海道の林業は明治初頭の開拓期から始まる
歴史が浅い産業であります。山 も々その当時は樹
齢数百年の原生林が広がっていたと想像します。
今、私たちが道路の脇や里山で見かける森林は
それらを皆伐（全て伐る）し再生した山の姿。私の
住む白老町では樹齢60年程度の萌芽再生林の
里山が標準的ですが樹齢80年も超えるとその山の

「大木」と評価され、時にはご神木として扱われま
す。ミズナラなどの広葉樹の寿命は数百年と言わ
れているので、世間で言われる適齢伐期50年から
の皆伐再造林ではあまりに焦りすぎ、せっかちな森
林経営と言えます。課題は施行地の確保なので
すが、木があるからといって何処でも伐れる訳では
なく、限られた森林から生産をあげようとし局所集
中的に山を弄る事となります。伐採後は広葉樹の
場合は自然の力に委ねる天然性の更新、針葉樹
などの人工林は植栽からの再造林で1からの再ス
タート。次の伐採（主伐）まで、また50年。その山で
生涯1回しか収入を得る事ができないのが現行林

業の姿です。その皆伐施行は大型の林業機械で
山を縦横無尽に駆け回るため、地表は剥がれ、土
砂崩れ等の要因にもなっています。また委託施行
となるため、山主の手元には売上代金はほぼ残ら
ないという始末。それに相反する自伐型林業は小
型のユンボで小規模路網を敷設し軽トラック等で
搬出。限られた森林においても多間伐施行（10年
間隔で収入を得る）で森林への負荷を最小限に
抑えます。また、山主が自ら施行する事により、売上
がそのまま自身の取り分となる。単純な話なので
す。私自身も林業会社を経営しており、父の代では
皆伐林業が当然。「山は伐っても再生する」と散々
教え込まれました。概ねそれは間違いではないの
ですが、現在はエゾシカの食害が酷く、広葉樹林
の伐採後の天然更新に期待できない、地域によっ
ては不可能といっても良い状態です。そのような課
題に悩んでいた頃出会ったのが自伐型林業でし
た。事業も主伐（皆伐・択伐）から間伐に切り替え
た結果、何よりの収穫は、将来への安心感でした。

また、業界の担い手不足
が取りただされる中、私
の会社に「自伐型林業」
を学びたいと、全国から
若者がやってくるようにな
りました。苦労も多い自伐
の普及ですが、活動する
事により良い循環が始
まっています。私にとって
はどのような地域振興策
より効果的な「自伐型林
業」です。　

何より効果的な地域振興策

プロジェクト名：北海道自伐型林業推進プロジェクト
～誰もが参画できる林業新時代へ～

代 表 者：岩﨑　芳吉（寄稿者　大西　潤二）

助成期間：2017年度～2019年度

プロジェクト要旨
　北海道においてこれまでなされていなかった自
伐型林業の普及を目的に活動しています。自伐型
林業を目指す個人・団体に呼びかけ、技術や副業

としての森業開発を研修等により共有化・ネットワー
ク化し、道内最大の資源である森林を活用した就
業拡大を目指すと共に持続的森林経営者の真の
担い手を育成します。また、北海道の森林の特徴
を生かした北海道らしさの自伐型林業を追求・研
究する事により、環境共生型の森林施業技術の
標準化を目指します。

白老町で開催された自伐型林業研修
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　「古着で作る循環型社会」という大きな目標を
かかげ、一歩一歩手探りで行動した一年でした。
少しずつですが、行政、企業、大学、町内会といっ
た様 な々協力者が増え、志を同じくする人 と々楽し
く発信できるプラットフォームが確実に形成された
一年でもありました。
　今、社会は歴史的転換点を迎えていると思いま
す。利益追求を第一とする資本主義経済の限界、
それによって引き起こされている地球規模での環
境の問題。一見途方もない課題ではあっても、世
界中でこの課題に向き合い、それぞれの現場から
出来ることを活動している人々の動向を知ること
は、大きな励ましです。
　札幌で、新しい省エネ相談窓口を札幌市と協
同で立ち上げ活動をスタートした仲間がいます

（サッポロ・エネルギー・ゲートウェイ　代表　岩井
尚人）。私たちは、資源環境と省エネによるエネル
ギー循環との連携を図っていきたいと考えました。
　今年一年間、BRING（新しいリサイクルの仕組
みと技術）と札幌型省エネの連続講座を5回開催
しました。そしてその学びをアウトプットして、広く市
民に知っていただくわくわくイベントを5回開催しまし
た。メディアにも数回取り上げていただき、BRING

の認知度もかなり上がったことと思います。
　このプロジェクトスタートの時から、ぜひ若い世代
とつながりを持ちたいと願っていましたが、最終講
座でとても素晴らしい感性と意識の高校2年生と
出会えました。
　毎回の講座では、北九州のプラント進捗状況を
知ることができました。そして昨年末、ついに完成し
たプラントから生まれたポリエステルの材料を目に
して、とても感動しました。古着（ごみ）から生まれた
世界初の洋服の材料です。北九州のプラントの稼
動が当初の予定より半年ほど遅れて、私たちの仲
間と、uhbの取材班がプラント見学に出かけたの
が3月16日。そしてその取材のもと、3月23日には
uhbのニュース内の特番で放送されました
　2年目は、若い世代とのネットワークをさらに広げ
て、循環型社会への取り組みを楽しく発信していき
たいと思います。
　今、経済優位から社会貢献意識へのシフトが
確実に起きていると思います。次年度は、SDGsの
ビジョンのもと、さまざまなネットワークをつなげていく
一年にしたいと考えています。そして合言葉は「わ
くわくドキドキ」です。

SDGsのビジョンに わくわくドキドキ

プロジェクト名：わくわくドキドキ古着で作る循環型
社会～つながろう北海道

代 表 者：伊藤　三恵

助成期間：2017年度～2019年度

プロジェクト要旨
　ごみ（古着・廃プラ）を資源にする新しいリサイク
ル＝BRINGの技術を学ぶ講座「バック・トゥ・ザ・
フィーチャー」のデロリアンに象徴されるわくわくドキ

ドキのBRINGイベントで楽しく発信して、循環型社
会の実現を目指すプロジェクトです。
　北九州で昨年末稼動した世界初のリサイクル
実証プラントの5倍規模のプラントが2020年に川崎
で本格稼動します。それによって、石油に頼らな
い、石油由来と同価格の洋服の材料が生まれま
す。私達は、いずれ北海道にプラントをとの願いで
市民ネットワークを作り活動しています。

第1回　BRING講座の集合写真
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　飛生アートコミュニティーが設立された1986年
当初の頃、周囲地域の住民たちは飛生でのアー
ティストたちの活動や雰囲気について、どんなこと
を感じていたのだろう。アーティスト達は決して閉ざ
していたのではないが、特に意識的に周辺地域や
住民たちとの交流については、積極的ではなかっ
たと聞いたことがある。飛生アートコミュニティーで
の活動の主軸を私たちの世代が担っている今、特
にここ7～8年間で地域住民や町民との距離を縮
め、またコミュニケーションや交流と呼べる間柄を
幸いにも構築してくることができた。私たちが意図
して近づかせていただいてきた経緯もあるし、町内
会長はじめ住民が気になって私たちに近寄って来
てくださった関係もあるし、町内会単位や、町のイ
ベントでの出会い等、きっかけは様々にある。今で
は飛生のイベント等の実施には欠かせない協力者
も複数いる。
　飛生アートコミュニティーは元は小学校。子ども
達が通った小さな学び舎は地域にとても大切にさ
れた場所であった。かつて子ども達は校舎裏の森
に数多く訪れる鳥達の声を聴き分けることができた
り、学校も自然の授業カリキュラムを積極的に取入
れたりと、子ども達にとって校舎裏の小さな森は恰
好の遊び場であった。今この森が新たな出会いと

創造のホームとなっている。
　私たちが継続してきた飛生の森づくりプロジェク
トは、有機的なプラットフォームとして機能を発揮し
つつあると感じている。集いの場、出会いの場、体
験の場、創造の場、共有・共感の場、それぞれの
居場所としての場など。また学校という場所が持ち
合わせている独特の情緒も抱いてしまうのだろう
か、懐かしい木造校舎の雰囲気がそうさせるのだ
ろうか、訪れた人々の心に何かしらの（良い意味
の）感情をもたらす場としても機能し、プロジェクト
の実施のみならず、場が持つ更なる可能性と活動
継続の重要性を感じている。
　地域が形成されるには主に土地・地勢、歴史・
風土、住民があり、そこに幾つにも折り重なった
人々の想いや生活の営みがあるはずだ。飛生とい
う小さな地域はそこへ集う私達へ知恵や創造性
のみならず、人 と々の出会いの中で多様な価値観
を与え続けてくれている。私たちは飛生での活動
を通じて、町や地域における文化芸術を手段とし
た、住民の活力や地域の躍動感の創出への貢
献、また多文化共生とも言える、他の存在を認め
合い多様な価値観を享受しあえる様な文化度の
向上へ一躍を担い、そして私たち独自の創造性を
産み出していきたいと願っている。

地域と人とアートの関わりを考える

プロジェクト名：世代をつなぐ森づくりプロジェクトと
芸術祭

代 表 者：木野　哲也

助成期間：2017年度～2019年度

プロジェクト要旨
　白老町にて閉校32年の旧小学校と周囲の森を
拠点に活動。毎年春から秋にかけての森づくりプ
ロジェクトでは、地域住民のみならず北海道各地よ

り有志が集い、協働作業を行っている。飛生のアイ
ヌ語源から仮説した創造性や神話と、人との出会
いを軸としながら8年目の活動を継続中。森づくりは
自然から学ぶ循環や営みと同時に、新たな人 と々
の繫がりを生むプラットフォームとして機能し、多様
な価値観を認め合える空気が流れている。毎年秋
には芸術祭を開催し、森と人とアートが共存できる
可能性を提案している。

森づくりメンバー、住民、子ども達が協働した演劇作品



あ　と　が　き

1．�　今回も、受賞者・受領者の方々を始め関係各位よりたくさんのご寄稿を頂きました。
大変にお忙しい中、貴重なお時間を割いて頂きました事に、深く御礼申し上げます。

2．�　当財団の「年報」に関する皆様からのご意見や新企画等のご提言をお待ちしてお
りますので、事務局までお寄せ下さる様お願い申し上げます。

　　2018年 8 月 1 日

公益財団法人  秋山記念生命科学振興財団
事務局



公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

賛助会員のご案内

●当財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨励し、かつ人材育
成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技術の開発へ反映させることにより、
学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉の向上に寄与することを目的としております。
　●具体的には、生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒賞、新渡戸稲造と南原繁が
取り組んだ国際平和と教育に注いだ精神を受け継ぎ、次世代の育成に顕著な功績があった方に対する
褒章、健康維持・増進に関連する生命科学諸領域の基礎研究分野に対する助成、地域社会の健全な発
展を目的とする活動並びに新たな公共の担い手育成及びネットワーク構築に対する助成等です。
　●上記の事業を推進するに当たって、当財団では事業の趣旨にご賛同頂ける方々を対象とした賛助会
員制度を設けております。事業の趣旨にご賛同賜り、賛助会員としてご入会下さいますよう、お願い
申し上げます。
　●賛助会員の種類と会費
1.個人会員         1口：年額 １万円
2.法人会員         1口：年額１０万円
　●特典
1.財団が作成する資料（年報・文献・刊行物）を原則として無償でお送り致します。
2.財団が主催する講演会等へご招待致します。
　●当財団は、賛助会費をお支払頂いた方に対して税法上の特典を受けられる公益財団法人として認定
を受けております。
　●当財団に対して個人または法人が賛助会費をお支払頂いた場合には、その個人・法人ともに税法上
の優遇措置を受けることが出来ます。賛助会員への税制優遇措置の概略をご説明致します。
　1.個人の方が会費をお支払頂いた場合
　個人の方が当財団に対して2,000円を超える会費をお支払頂いた場合は、（会費金額 － 2,000円）が
所得から控除されます。なお会費金額は賛助会員の総所得金額の40％相当額が限度となります。

　2.法人の方が会費をお支払頂いた場合
　所得税の控除限度額は、（会費金額 － 2,000円）となります。
また、法人税については、以下を限度として損金算入出来ます。
（資本金等の額の0.375％ ＋ 所得金額の6.25％）× 1/2

　●当財団の事業趣旨にご賛同頂ける方々からのご入会をお待ちしております。ご不明な点につきまし
ては、当財団事務局までお問い合わせ下さい。

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団
〒064-0952
札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番25号
T E L　０１１－６１２－３７７１
FAX　０１１－６１２－３３８０
Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）



賛 助 会 員 入 会 申 込 書（個人・法人用）

本申込書はＦＡＸまたは郵送をお願い致します。なお、原本は保管をお願い致します。

（FAX　０１１-６１２-３３８０、　〒０６４-０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号）

年　 　  月　 　  日

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

貴財団の趣旨に賛同し、賛助会員として下記の通り入会を申し込みます。
法人の方は（※）の項目も、ご記入下さい。

種　　　別 加 入 口 数 年　会　費

賛 助 会 費

法人・団体名（※）

ご氏名（代表者名）

ご住所（所在地）

ご担当者の
所属・役職・氏名
　　　　　（※）

電話番号
Ｆ Ａ Ｘ
Ｅ-mail

振 込 先

お振込みの場合は、下記の金融機関宛となります。

・郵便振替口座　　　　　　０２７９０－２－２１９５５
　口座名　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

・北海道銀行　鳥居前支店　普通口座  ０９７９０３３
　口座名　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

□　個　人
（1口：10,000円）

口

（1口：100,000円）

口
□　法　人

お問い合わせ：TEL　０１１-６１２-３７７１　　Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org  （事務局）
公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

円

円

〒　　ー

理　事　長 秋 山 孝 二 殿

印

（　　　　）　　　　　　ー
（　　　　）　　　　　　ー



公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

ご寄附をお寄せくださる方に

■当財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨励し、かつ
人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技術の開発へ反映させ
ることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉の向上に寄与することを目
的としております。
　
■具体的には、生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒賞、新渡戸稲造と
南原繁が取り組んだ国際平和と教育に注いだ精神を受け継ぎ、次世代の育成に顕著な功績
があった方に対する褒章、健康維持・増進に関連する生命科学諸領域の基礎研究分野に対する
助成、地域社会の健全な発展を目的とする活動並びに新たな公共の担い手育成及びネット
ワーク構築に対する助成等です。
　
■上記の事業を推進するに当たって、保有株式の配当金と皆様からの寄附金並びに基本財産
の運用による利息収入により行われております。
　
■当財団は、ご寄附を賜った方に対して税法上の特典を受けられる公益財団法人として認定を
受けております。
　
■当財団に対して個人または法人が寄附を行った場合には、その個人・法人ともに税法上の優
遇措置を受けることが出来ます。寄附者への税制優遇措置の概略をご説明致します。
　
1.個人の方が寄附される場合
個人の方が当財団に対して2,000円を超える寄附を行った場合は、（寄附金額 － 2,000円）が
所得から控除されます。なお寄附額は寄附者の総所得金額の40％相当額が限度となります。

　
2.法人の方が寄附される場合
所得税の控除限度額は、（寄附金 － 2,000円）となります。
また、法人税については、以下を限度として損金算入出来ます。
（資本金等の額の0.375％ ＋ 所得金額の6.25％）× 1/2

　
■当財団の事業趣旨にご賛同頂ける方々からのご寄附をお待ちしております。ご不明な点に
つきましては、当財団事務局までお問い合わせ下さい。

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

〒064-0952

札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番25号

T E L　０１１－６１２－３７７１
FAX　０１１－６１２－３３８０
Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）



寄 附 金 申 込 書（個人用）

本申込書はＦＡＸまたは郵送をお願い致します。なお、原本は保管をお願い致します。

（FAX　０１１-６１２-３３８０、　〒０６４-０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号）

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

貴財団の趣旨に賛同し、寄附致します。

金　　額

ご 氏 名

ご 住 所

寄 附 金

領収書

納付日（予定）

該当する項目に○印をお付け下さい。

■寄附の種類
■納付方法

お振込みの場合は、下記の金融機関宛となります。
■郵便振替口座　　　　　　０２７９０－２－２１９５５
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

■北海道銀行 鳥居前支店  普通口座  ０９７９０３３
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

　　　　  年　　　月　　　日

領収証を希望される方は送付先のご記入をお願い致します。
該当する方に、○印をお付け下さい。
（   　 ）上記と同じ氏名と住所宛
（   　 ）上記とは別の氏名と住所宛

ご氏名 【　　　　　　　　　　　　　　】

ご住所 【 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

：現金、　その他（　　　　　　　）
：お振込み、　手渡し、　郵送

お問い合わせ：TEL　０１１-６１２-３７７１　　Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

金　　　　　　　　　　　　　 円也

〒　　ー

理　事　長 秋 山 孝 二 殿

印

電話番号
F A X
E -ma i l

（　　　　）　　　　　　ー
（　　　　）　　　　　　ー

年　 　  月　 　  日



寄 附 金 申 込 書（法人用）

本申込書はＦＡＸまたは郵送をお願い致します。なお、原本は保管をお願い致します。

（FAX　０１１-６１２-３３８０、　〒０６４-０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号）

　　　　   年　 　  月　 　  日

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

貴財団の趣旨に賛同し、寄附致します。

金　　額

法人・団体名

代表者名

所 在 地

ご担当者の
所属・役職・氏名

寄 附 金

領収書

納付日（予定） 　　　　  年　　　月　　　日

法人名 【　　　　　　　　　　　　　　】
住　所 【 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

お問い合わせ：TEL　０１１-６１２-３７７１　　Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

金　　　　　　　　　　　　　 円也

〒　　ー

理　事　長 秋 山 孝 二 殿

印

電話番号
F A X
E -ma i l

（　　　　）　　　　　　ー
（　　　　）　　　　　　ー

該当する項目に○印をお付け下さい。

お振込みの場合は、下記の金融機関宛となります。
■郵便振替口座　　　　　　０２７９０－２－２１９５５
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

■北海道銀行 鳥居前支店  普通口座  ０９７９０３３
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

■寄附の種類
■納付方法

：現金、　その他（　　　　　　　）
：お振込み、　手渡し、　郵送

領収証を希望される方は送付先のご記入をお願い致します。
該当する方に、○印をお付け下さい。
（   　 ）上記と同じ氏名と住所宛
（   　 ）上記とは別の氏名と住所宛
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